
第
二
次
幣
原
外
交
期
に
お
け
る
中
国
の
国
号
呼
称
問
題

ー
「
支
那
共
和
国
」

「
中
華
民
国
」

〆¥

か
ら

子

紅

課
題
の
設
定

第
二
次
幣
原
外
交
の
対
中
政
策
に
お
い
て
は
、
英
米
の
対
中
宥
和
政
策
、
中
国
の
「
革
命
外
交
」
お
よ
び
満
蒙
危
機
の
激
化
に
よ
っ
て
、
政

策
の
転
換
が
求
め
ら
れ
た
。
幣
原
喜
重
郎
外
相
は
小
幡
公
使
ア
グ
レ
マ
ン
問
題
を
柔
軟
な
対
応
策
で
解
決
し
、
「
対
中
宥
和
」
政
策
を
試
み
(
か
)
O

そ
の
後
、
一
九
三

O
年
三
月
十
二
日
、
重
光
葵
と
王
正
廷
が
関
税
協
定
草
案
に
調
印
し
、
五
月
六
日
に
一
部
品
目
の
税
率
据
置
等
の
条
件
付
き

で
日
中
関
税
協
定
が
正
式
に
締
結
さ
れ
た
。
日
本
の
対
中
関
税
自
主
権
の
承
認
に
よ
り
、
日
中
関
係
は
好
転
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
国
民
政
府
は

日
本
の
対
中
「
支
那
」
国
号
呼
称
問
題
を
取
り
上
げ
、
「
中
華
民
国
」
と
い
う
正
式
国
名
へ
の
改
正
を
強
く
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
幣
原
は

国
民
政
府
が
推
進
し
て
い
る
「
革
命
外
交
」
に
対
抗
し
つ
つ
も
、
「
支
那
」
国
号
呼
称
の
改
正
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。

辛
亥
革
命
を
経
て
成
立
し
た
中
華
民
国
の
国
号
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
正
式
な
国
名
を
使
用
せ
ず
伊
集
院
彦
吉
駐
清
公
使
の
進
言
に
よ
る

「
支
那
」
を
採
用
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
近
代
日
本
の
対
中
大
陸
政
策
を
表
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
日
中
関
係
の
不
対
等
化
を
意
味
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
、
中
国
に
対
す
る
「
支
那
」
と
い
う
国
号
呼
称
は
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
闘
争
対
象
の
一
つ
と
さ
れ
、
日
中
間
の
懸
案
に
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ま
で
発
展
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「
満
蒙
既
得
権
益
」
確
保
と
い
う
立
場
に
立
欝
す
る
幣
原
は
、
一
九
三

O
年
十
丹
に
中
国
の
国
号
呼
称
を

「
支
那
共
和
国
」
か
ら
寸
中
華
民
国
」
へ
と
改
正
す
る
こ
と
で
対
中
政
策
の
転
換
を
図
り
、
中
国
の
「
革
命
外
交
」
を
藤
和
し
よ
う
と
し
た
。

そ
れ
は
日
本
の
対
中
強
硬
外
交
の
一
詩
的
な
緩
和
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た
る
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
勝
ち
得
た
結
果
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
幣
原
の
国
号
改
正
政
策
は
、
一
九
三
二
年
以
降
「
議
州
国
」
承
認
の
理
論
づ
け
や
、
呂
中
戦
争
な
ど
の
長
略
政

策
に
逆
用
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
六
月
、
中
国
の
要
請
に
よ
っ
て
外
務
省
は
「
支
部
の
呼
称
を
避
け
る
こ
と
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
敢
闘
を
発
し
、

吾
中
聞
の
も
つ
れ
に
や
っ
と
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
国
号
時
称
の
改
正
問
題
は
、
幣
服
が
展
開
し
て
き
た
所
謂
「
日
中
提
携
」
と
い
う
対
中
政
策
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

小
池
聖
一
氏
は
幣
累
の
「
英
米
協
調
」
政
策
と
対
比
し
会
が
ら
、
重
光
葵
駐
華
代
理
公
使
が
推
進
す
る
「
対
中
宥
和
」
設
策
が
す
で
に
存
在
し
、

「
提
携
」
を
成
立
さ
せ
た
の
試
日
中
関
税
協
定
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
(
針
。
一
方
、
「
支
那
」
国
号
の
略
称
に
関
し
で
は
、
野
沢
豊
氏
の
研
究
で

は
、
辛
亥
革
命
期
の
新
政
岩
承
認
と
関
連
し
、
日
本
に
お
け
る
「
支
那
共
和
国
」
の
国
号
呼
称
の
建
立
と
改
正
と
い
う
側
面
が
解
明
さ
れ
た
。

ま
た
、
川
島
真
氏
の
研
究
は
、
「
支
部
」
「
支
部
国
」
「
支
那
共
和
国
」
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
、
外
務
省
に
よ
る
「
支
那
」
を
め
ぐ
る
対
中

呼
称
政
策
の
変
遷
を
整
理
し
た
が
、
「
支
那
共
和
国
」
か
ら
「
中
華
民
国
」
へ
の
国
号
呼
呑
改
正
に
み
る
第
二
次
幣
原
外
交
の
「
日
中
提
携
」

政
策
に
つ
い
て
は
、
幣
原
外
交
の
長
期
戦
略
の
一
点
と
し
て
は
考
察
し
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
国
民
政
府
外
交
の
図
式
で
説
照
明
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
問
題
に
対
す
る
幣
原
外
交
の
積
極
性
に
つ
い
て
は
分
析
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
二
次
幣
原
外
交
に
お
け
る
留
号
呼
称
改
正
の
意
義
を
明
確
に

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
「
支
部
い
と
い
う
閲
号
呼
称
の
史
的
由
来
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
九
一
一
一

O
年
に
お
け
る
出
号
呼
称
の
改
正
問
題
を
中
心
と

し
て
外
務
省
の
対
誌
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
「
自
中
提
携
」
政
策
を
明
ら
か
に
す
る
c

さ
ら
に
中
国
の
国
号
呼
称
を
め
ぐ
る
幣
原
の
積
撞
的
な

対
応
と
、
日
本
の
出
号
呼
称
安
め
ぐ
る
幣
原
の
正
反
対
な
袈
勢
と
を
比
較
し
な
が
ら
、
第
二
次
幣
原
外
交
期
に
お
け
る
「
中
華
筑
間
」
め
回
サ

呼
称
採
用
の
意
義
を
解
明
す
る
。
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第
一
節

「
支
那
」
呼
称
の
由
来
と
近
代
日
本
人
の
中
国
観

一
、
中
国
国
号
に
お
け
る
「
支
那
」
呼
称
の
由
来

一
九
一
一
年
十
二
月
三
十
一
日
、
孫
文
の
提
議
に
基
づ
き
独
立
各
省
代
表
者
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
「
中
華
民
国
」
の
国
号
定
名
で
は
、
中
国
同
盟
会
の
誓
詞
に
お
け
る
「
駆
除
縫
虜
、
恢
復
中
華
、
建
立
民
国
、
平
均
地
権
」
と
い
う

趣
旨
が
表
明
さ
れ
、
共
和
政
体
の
国
家
建
設
が
指
向
さ
れ
て
い
た
。
翌
日
一
九
一
一
一
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
、
孫
文
が
臨
時
大
総
統
に
就
任
し
、

中
華
民
国
と
い
う
名
称
で
南
京
臨
時
政
府
が
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
英
政
府
の
斡
旋
に
よ
っ
て
、
南
京
臨
時
政
府
は
哀
世
凱
を
代
表
と
す
る
清

中
華
民
国
と
い
う
国
号
は
、

国
勢
力
と
の
講
和
交
渉
を
進
め
た
。
官
革
協
商
の
結
果
、
孫
文
は
宣
統
帝
の
退
位
と
同
時
に
、
哀
世
凱
を
臨
時
大
統
領
に
擁
立
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
そ
の
た
め
、
二
月
十
三
日
清
帝
退
位
の
上
諭
が
発
せ
ら
れ
、
三
月
八
日
哀
世
凱
は
北
京
で
大
統
領
に
就
任
し
、
中
華
民
国
統
一
政
府

の
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
伊
集
院
は
新
政
権
が
君
主
立
憲
制
に
す
る
こ
と
を
固
執
し
続
け
、
日
英
同
盟
の
も
と
共
同
干
渉
に
よ
っ
て
時
局
収
拾
を
図
る
と
と
も

に
、
対
哀
世
凱
工
作
を
通
し
て
立
憲
政
体
の
実
現
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
伊
集
院
は
ジ
ヨ
ル
ダ
ン
英
公
使
に
対
し
、
日
英
の
共
同
干
渉
を
求
め

(
6
)
 

た
が
、
政
体
は
「
清
国
人
間
の
協
議
に
任
す
る
こ
と
妙
策
」
と
し
て
拒
否
さ
れ
た
。
ま
た
、
十
二
月
十
二
日
、
伊
集
院
公
使
は
哀
世
凱
と
の
会

談
に
お
い
て
、
「
我
政
府
ニ
於
テ
ハ
能
フ
ヘ
キ
限
リ
貴
官
ノ
標
梼
セ
ル
君
主
立
憲
ノ
主
義
ヲ
援
助
シ
此
目
的
ヲ
遂
行
シ
テ
速
ニ
時
局
ヲ
平
定
セ

(
7
)
 

シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
希
望
」
す
る
意
志
を
伝
え
た
。
哀
世
凱
は
伊
集
院
に
対
し
立
憲
君
主
制
を
主
張
す
る
と
と
も
に
、
英
公
使
の
斡
旋
で
官
草
交

渉
を
続
け
、
共
和
制
と
い
う
政
体
を
採
択
す
る
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
内
田
外
相
が
官
革
交
渉
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
た
伊
集
院
に
対
し
不
満
を
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抱
き
、
「
此
種
問
題
ニ
付
テ
ハ
今
後
日
英
両
国
営
ニ
協
調
ヲ
維
持
ス
ル
ノ
肝
要
ナ
ル
」
と
訓
電
し
、
責
在
を
追
究
し
が
c

英
公
使
と
の
間
の
意

志
の
不
疎
通
、
対
哀
工
作
の
失
敗
お
よ
び
日
本
政
府
と
の
意
見
離
離
に
よ
っ
て
、
伊
集
院
が
試
み
た
君
主
立
憲
訴
の
解
決
案
は
挫
折
し
て
し
ま

っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
伊
集
淀
は
断
国
公
使
と
し
て
新
政
府
の
承
認
を
行
わ
な
い
と
決
意
し
、
新
政
唐
承
認
ま
で
に
は
本
国
に
召
還
あ
り
た
し

と
三
回
に
わ
た
っ
て
上
申
し
た
の
で
あ
る
。

共
和
政
体
に
不
満
を
も
っ
伊
集
院
は
、
一
九
一
一
一
一
年
(
大
正
二
年
)
五
月
十
九
日
、
牧
野
待
顕
外
相
知
に
対
し
、
中
華
民
国
の
国
号
呼
称
に
つ

い
て
、
「
中
華
民
国
ナ
ル
名
称
ハ
現
共
和
国
ノ
国
号
ニ
付
承
認
後
ニ
於
ケ
ル
公
式
ノ
文
書
即
チ
条
約
国
書
等
彼
我
往
復
ノ
文
書
中
特
ニ
国
名
全

部
ヲ
印
ス
ル
場
合
ハ
斯
ク
認
ム
ル
ヲ
要
ス
レ
ト
モ
帝
国
部
内
ニ
於
テ
ハ
中
華
民
国
ト
称
ス
ル
ノ
嬰
ナ
カ
ル
ヘ
ク
」
と
禦
申
し
説
。
そ
の
理
由
と

し
て
は
、
間
的
文
固
に
お
い
て
註
文
字
共
通
の
た
め
、
歴
裂
の
国
号
の
改
称
に
し
た
が
い
呼
称
を
変
え
る
が
、
欧
米
に
お
い
て
は
各
朝
の
呼
祢
如

何
に
閑
せ
ず
、
門
口
叩

る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
一
ωωC
し
た
が
っ
て
、
日
本
は
欧
米
に
去
ら
っ
て
「
支
那
」
と
い
う
地
理
的
名
詞
を
用
い
て
正
式
な
公
文
書
を
記
誌
す

(
日
)

る
べ
き
と
説
示
し
、
「
今
後
回
号
ノ
更
改
如
何
セ
ス
我
ニ
於
テ
ハ
吋
支
那
』
ト
称
ス
ル
ニ
敢
テ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
ク
ト
存
侠
」
と
上
申
し
た
。

牧
野
は
伊
集
院
の
進
一
百
に
再
調
し
、
六
月
二
十
三
日
出
本
総
理
大
臣
に
対
し
「
公
文
上
支
那
国
名
決
定
ニ
慰
問
、
ン
棄
議
ノ
件
」
を
菓
申
し
た
。

菓
議
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
従
来
邦
語
ノ
公
文
書
ニ
於
テ
ハ
支
那
革
命
後
ト
蹴
モ
依
黙
「
清
国
』
ナ
ル
名
称
ヲ
襲
用
シ
来
リ
候
処
早
晩
新
政
府

本
認
ノ
時
穣
モ
到
達
ス
ヘ
キ
訴
柄
伊
集
院
公
使
ヨ
リ
別
紙
ノ
如
ク
申
魅
ノ
次
第
モ
右
之
島
β

条
約
又
ハ
冨
書
等
将
来
『
中
華
民
国
」
ノ
名
称
ヲ
用

フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
裂
ト
シ
帝
国
政
唐
部
内
並
帝
国
ト
第
三
国
ト
ノ
間
ニ
於
ケ
ル
通
常
ノ
文
書
ニ
ハ
今
後
総
テ
従
来
ノ
「
清
国
』
ニ
代

ブ
ル
ニ
吋
支
那
」
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
ニ
決
定
相
成
可
然
ト
存
候
本
件
ハ
各
省
ニ
一
日
一
リ
関
係
ア
ル
次
第
ニ
付
此
際
荷
分
ノ
議
決
定
程
存
候
様
致
度

此
段
及
請
議
候
也
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
伊
集
院
の
菓
申
で
は
「
『
支
那
』
又
ハ
『

h
z
s』
ナ
ル
文
字
ノ
起
源
ニ
関
シ
テ
ハ
内

外
人
ノ
著
書
ニ
依
ル
ニ
莱

h
q岳
山
口
〉
ヨ
リ
出
タ
ル
モ
ノ
ノ
知
ク
ニ
春
之
候
畑
出
を
挙
げ
て
根
拠
付
け
ら
れ
て
い
説
。
牧
野
に
上
程
さ
れ

た
棄
申
は
、
閣
議
の
審
議
を
経
て
正
式
に
決
定
さ
れ
、
十
一
日
伊
集
院
に
そ
の
旨
が
伝
達
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
帝
国
政
府
ニ
於
テ
ハ
今
後
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ノ
名
称
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
ル
ベ
キ
モ
ノ
ハ
別
ト
シ
テ
政
府
部
内
控
帝
国
ト
第
三
国
ト
ノ
間

ニ
於
ケ
ル
通
常
ノ
文
書
ニ
ハ
総
テ
御
裏
申
ノ
通
『
支
那
』
ナ
ル
名
称
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ト
決
定
致
候
間
」
と
政
府
の
「
支
那
」
国
名
呼
称
の
使
用

決
定
が
明
確
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
三
年
十
月
六
日
、
哀
世
凱
は
国
会
で
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
孫
宝
崎
外
交
総
長
か
ら
公
文
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
山
座
公
使

条
約
又
ハ
国
書
等
将
来
『
中
華
民
国
』

へ
の
通
報
に
対
し
、
山
座
公
使
は
日
本
文
を
も
っ
て
了
承
す
る
と
共
に
、
日
本
政
府
の
名
に
お
い
て
中
華
民
国
の
承
認
を
表
明
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
孫
宝
崎
外
交
総
長
の
日
本
宛
照
会
に
お
い
て
は
、
漢
語
で
「
現
任
臨
時
大
総
統
哀
世
凱
当
選
為
中
華
民
国
大
総
統
定
子
十
月
十
日
行
就

職
礼
相
応
照
会
」
と
記
載
さ
れ
て
お
付
、
こ
れ
に
対
し
、
山
座
公
使
の
中
国
政
府
の
承
認
声
明
に
は
「
帝
国
政
府
ハ
本
日
ヲ
以
テ
中
華
民
国
ヲ

承
認
ス
ル
旨
貴
総
長
ニ
向
テ
声
明
致
シ
」
と
明
示
さ
れ
、
新
政
府
承
認
と
い
う
必
要
事
に
対
し
て
、
正
式
に
『
中
華
民
国
』
の
国
号
を
用
い
た

事
例
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
牧
野
は
「
支
那
」
名
称
に
関
す
る
閣
議
案
に
基
づ
い
て
、
大
正
天
皇
に
対
す
る
上
奏
案
に
お
い
て
は
、
「
支
那

駐
笥
山
座
特
命
全
権
公
使
ハ
本
月
六
日
ヲ
以
テ
帝
国
政
府
ヲ
代
表
シ
支
那
共
和
国
ヲ
承
認
シ
タ
ル
旨
同
官
ヨ
リ
電
報
有
之
候
此
段
謹
ン
テ
奏

(口)

ス
」
と
明
確
に
「
支
那
共
和
国
」
が
正
式
国
号
と
し
て
表
記
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
十
月
八
日
の
告
示
に
も
同
様
「
帝
国
政
府
ハ
本
月
六

日
ヲ
以
テ
支
那
共
和
国
ヲ
承
認
セ
リ
」
と
記
さ
れ
、
「
支
那
共
和
国
」
と
い
う
国
号
呼
称
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
本
が
漢
字
を
使
う
国
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
が
決
定
し
た
中
華
民
国
と
い
う
正
式
国
号
呼
称
を
使
わ
ず
、
「
支
那
共
和
国
」

「
支
那
」
を
用
い
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国
外
交
当
局
か
ら
厳
し
い
反
発
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十
月
十
六
日
、
馬
廷
亮
駐
日
代
理

公
使
は
外
交
部
の
訓
令
に
基
づ
い
て
牧
野
を
訪
問
し
、
「
支
那
共
和
国
」
の
国
号
呼
称
を
中
華
民
国
に
改
正
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。
馬
代
理

公
使
の
申
し
出
に
対
し
て
、
牧
野
は
官
報
に
改
称
の
件
を
掲
載
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
更
改
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
、
中
国
側
の

希
望
に
応
じ
が
た
い
と
難
色
を
示
し
た
。
牧
野
が
国
号
呼
称
を
堅
持
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
最
終
的
に
日
中
間
の
往
復
文
書
で
は
日
本
文
に

(
初
)

「
支
那
共
和
国
」
、
漢
文
で
は
「
中
華
民
国
」
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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二
、
近
代
日
本
人
の
中
国
観
と
日
中
対
立

E
本
政
恵
の
公
文
書
に
お
け
る
「
支
那
」
及
び
「
支
部
共
和
国
」
と
い
う
国
号
呼
称
を
使
用
す
る
決
定
は
、

一
九
一
五
年
の
「
二
十
一
ヵ
条

要
求
」
を
は
じ
め
と
す
る
近
代
日
本
の
対
中
侵
略
政
策
と
相
ま
っ
て
、
中
国
人
の
対
日
反
抗
の
感
情
を
刺
戟
し
た
。
一
九
一
二
年
七
月
、
宜
昌

郵
梗
局
で
は
、
取
り
扱
っ
た

E
本
発
の
第
三
種
郵
便
物
の
写
帯
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
国
名
会
る
「
支
那
」
を
抹
消
し
、
そ
の
裏
面
に
「
5
本

人
奴
如
何
ナ
レ
パ
支
那
ノ
ニ
学
ヲ
記
載
ス
ル
ヤ
向
後
大
中
華
民
国
ト
諜
ス
ル
ニ
ア
ラ
ザ
レ
パ
承
知
セ
、
ザ
ル
ベ
シ
い
と
書
き
加
え
、
憤
慨
を
表
し

(
幻
)
た
。
一
九
一
九
年
に
中
国
人
留
学
生
は
国
号
問
題
と
関
連
し
、
「
吉
本
政
容
の
公
文
で
は
『
中
華
民
国
」
の
四
字
を
捨
て
て
、
わ
ざ
わ
ざ
「
支

那
共
和
国
』
の
五
字
を
つ
か
う
。
間
際
儀
礼
に
あ
わ
な
い
だ
け
で
な
く
、
ま
る
で
わ
が
く
に
を
同
家
と
み
と
め
て
い
な
い
。
中
華
民
間
成
立
し

(
幻
)

て
か
ら
八
年
に
な
っ
た
の
に
、
倭
人
は
い
ま
で
も
承
認
し
な
い
の
で
あ
る
」
と
日
本
の
対
中
致
策
を
強
く
非
難
し
た
。
そ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
中

国
人
は
日
本
測
に
改
め
ら
れ
た
「
支
部
」
「
支
部
共
和
国
」
と
い
う
一
請
に
対
し
、
蔑
視
の
念
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に

な
る
。「
支
那
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
国
最
初
の
統
一
帝
国
で
あ
る
「
秦
」

(
h
Z
ロ
)
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
シ
ナ
(
イ
ン
ド
)
に
発
し
、
支

那
(
中
国
て

p
g
(四
方
)
を
経
由
し
、
支
那
(
日
本
)
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
(
的
。
最
初
日
本
で
は
、
中
国
文
化
に
敬
意
を
持
ち
、
讃

美
す
る
気
持
ち
を
込
め
て
「
支
那
」
を
寵
用
し
た
が
、
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
中
国
が
頚
勢
に
傾
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
を
軽
視
す
る
風
識
が

の
普
及
し
た
時
期
に
も
あ
っ
て
、
「
支
那
」
と
い
う
一
拍
に
は
次
第
に
「
惰
弱
、
因
循
姑
息
、
議
慢
不
遜
、
無
能
、
不
潔
」
と

い
う
よ
う
な
感
覚
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
「
日
清
戦
争
後
、
百
本
人
の
支
那
と
い
う
こ
と
ば
は
け
い
べ
つ
を
も
っ
て
い

(
お
)

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
実
藤
忠
秀
が
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
中
国
の
場
合
に
お
い
て
は
、
古
く
か
ら
「
中
国
」
が
領
域
名
、
冨
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
日
本
鵠
に
国
号
呼
称
の
改
正

高
ま
り
、
こ
の
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を
求
め
る
動
き
が
強
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
の
知
識
人
は
「
中
国
」
「
中
華
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
周
囲
の
「
四
方
」
(
東
夷
、
南
蛮
、

西
戎
、
北
秋
)
に
対
す
る
「
天
下
の
中
心
」
と
い
う
音
山
味
を
捉
え
、
さ
ら
に
他
国
を
夷
秋
視
す
る
尊
大
な
「
中
華
思
想
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
「
中
国
」
と
い
う
語
が
普
通
名
詞
で
あ
り
、
中
華
思
想
の
膨
張
に
よ
っ
て
普
通
名
詞
「
中
国
」
が
顛
落
し
て
固
有

名
詞
「
中
国
」
に
な
っ
て
い
た
と
解
釈
し
た
の
で
、
近
代
の
日
本
人
は
「
中
国
」
「
中
華
」
と
い
う
敬
意
を
込
め
た
呼
称
に
強
い
反
発
を
示
し

た
の
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
対
中
蔑
視
感
か
ら
派
生
し
た
新
政
府
の
共
和
制
に
対
す
る
危
倶
と
軽
視
感
は
、
伊
集
院
を
代
表
と
す
る
多
く
の
日
本
知
識

(
幻
)

人
に
共
有
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
伊
集
院
の
日
記
に
は
「
支
那
」
と
い
う
二
字
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
使
用
さ
れ
、
中
国
の
共
和
制
に
対
す
る
強
い

不
信
と
対
中
蔑
視
感
が
満
ち
て
い
る
。
英
公
使
ジ
ヨ
ル
ダ
ン
ら
が
哀
世
凱
の
臨
時
大
統
領
就
任
を
訪
問
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
此
挙
は
支
那

人
に
対
す
る
外
国
の
与
し
易
す
き
の
感
を
抱
か
し
、
今
後
の
制
御
上
不
砂
影
響
を
与
ふ
る
も
の
な
ら
ん
、
外
国
公
使
と
し
て
失
態
な
り
、
余
は

断
し
て
之
を
為
さ
ざ
る
積
り
な
り
、
若
し
政
府
の
命
あ
る
も
之
を
為
さ
す
、
命
令
巳
を
得
す
と
あ
れ
は
職
を
辞
す
る
の
積
な
り
」
と
そ
の
心
境

(
却
)

を
窺
わ
せ
て
い
た
。
ま
た
、
米
英
公
使
に
倣
っ
て
表
世
凱
を
訪
問
す
る
こ
と
さ
え
「
帝
国
の
威
信
を
損
す
る
も
の
」
と
認
識
し
て
い
た
。
伊
集

院
は
南
京
よ
り
孫
大
統
領
就
任
式
及
び
内
閣
成
員
の
構
成
等
を
通
知
し
た
報
告
に
つ
い
て
、
「
余
ま
り
重
き
を
置
く
の
必
要
な
し
」
と
記
し
、

さ
ら
に
「
孫
の
発
布
せ
る
共
和
政
府
の
宣
言
書
め
き
た
る
も
の
」
と
見
て
軽
視
し
た
。
立
憲
君
主
制
構
想
の
失
敗
に
加
え
、
伊
集
院
は
蔑
視
、

軽
侮
と
い
う
意
味
合
い
を
も
っ
た
地
理
的
名
称
と
し
て
の
「
支
那
」
を
、
「
中
国
」
「
中
華
」
と
「
共
和
国
」
「
民
国
」
を
組
み
合
わ
せ
た
「
中

華
民
国
」
と
い
う
定
名
の
代
わ
り
に
使
用
す
る
こ
と
を
豪
甲
し
、
共
和
政
体
で
あ
る
新
政
府
へ
の
抵
抗
を
示
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
し
た
が
っ
て
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
読
み
替
え
ら
れ
た
「
支
那
」
と
い
う
国
号
呼
称
は
、
ま
さ
に
近
代
日
本
人
の
中
国
観
を
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
「
両
国
親
陸
上
の
癌
」
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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第
二
節

国
号
呼
称
改
正
の
経
緯

一、

国
号
呼
私
改
正
問
題
の
提
起

5
本
政
磨
は
中
華
民
国
の
呂
号
を
「
支
那
共
和
国
」
「
支
那
」
と
呼
ぴ
、
中
国
側
か
ら
の
た
び
た
び
の
不
快
惑
表
明
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
閣

議
決
定
に
よ
る
「
中
華
民
岡
」
を
使
用
す
べ
き
中
聞
と
の
条
約
に
お
い
で
さ
え
、
慣
例
と
し
て
「
支
那
共
和
国
ん
を
使
用
し
つ
づ
け
た
。
す
な

わ
ち
、
「
第
一
革
命
以
後
駐
支
公
使
ニ
対
ス
ル
揚
信
任
状
ニ
ハ
総
テ
支
那
共
和
国
ノ
名
称
使
罵
セ
ラ
レ
又
日
支
間
ニ
成
立
セ
ル
条
約
、
協
定
、

交
換
公
文
ノ
類
ニ
モ
邦
文
ニ
ハ
支
那
共
和
国
ノ
名
称
ヲ
使
用
ス
ル
ザ
例
ト
シ
タ
リ
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
中
間
政
情
は
日
本
の
国

号
呼
称
に
つ
い
て
、

5
中
間
で
締
結
さ
れ
て
い
た
条
約
に
お
い
て
、
中
国
文
で
は
「
大
日
本
昌
」
を
使
用
し
、
一
九
三

O
年
五
月
六
日
締
結
さ

れ
た
日
中
関
税
協
定
に
お
い
て
も
「
大
日
本
帝
国
」
を
使
用
し
た
の
で
あ
っ
泊
。
北
川
慌
を
達
成
し
た
国
民
政
府
は
、
不
平
等
条
約
撤
臓
と
関
権

回
毎
に
つ
い
て
厳
し
い
態
度
で
そ
の
実
現
を
求
め
る
革
命
外
交
を
と
っ
た
c

一
九
三

O
年
五
月
十
九
日
、
楊
照
議
文
書
局
長
は
日
中
関
係
条
約

の
怯
締
結
を
背
景
に
、
冨
民
政
庶
記
念
週
に
お
い
て
、
日
本
の
「
支
部
」
国
号
捜
用
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
演
説
を
行
い
、
強
く
非
難
し
た
。

「
(
前
略
)
日
本
カ
菌
際
上
ノ
文
書
ニ
於
テ
今
尚
我
国
ヲ
指
シ
テ
支
那
ト
称
セ
ル
コ
ト
ナ
リ
我
方
ハ
彼
ヲ
大
日
本
帝
国
ト
称
ス
ル
ニ

彼
ハ
荷
故
我
国
ヲ
支
部
ト
称
ス
ル
ヤ
個
人
間
ノ
交
際
ニ
於
テ
ス
ラ
語
手
方
ノ
名
前
ヲ
尊
重
ス
ル
ニ
国
際
関
ニ
於
テ
ハ
猶
吏
ノ
コ
ト
ナ
リ

日
本
ハ
前
請
時
代
ニ
大
清
悶
ト
称
、
ン
乍
ラ
今
ヤ
大
中
華
民
国
ト
称
セ
ス
シ
テ
支
那
ト
称
ス
ル
ハ
国
民
政
府
ヲ
清
国
政
府
以
下
ニ
取
扱
フ

モ
ノ
ナ
リ
仮
ニ
吾
入
力
彼
ヲ
雲
奴
ト
為
、
ン
国
際
土
ノ
文
書
ニ
彼
ヲ
大
倭
奴
国
ト
称
セ
ン
カ
日
本
ハ
必
ス
之
ヲ
承
知
セ
サ
ル
ヘ
シ
今
後
日

本
健
カ
雄
一
ネ
チ
斯
ノ
知
キ
無
礼
ノ
字
句
ヲ
使
用
ス
ル
ト
キ
ハ
我
方
ハ
之
ヲ
返
蹄
ス
ル
ト
共
ニ
厳
シ
ク
詰
索
、
ン
以
テ
国
家
ヲ
辱
シ
メ
サ
ル

コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
云
々
」
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こ
こ
で
は
、
楊
文
書
局
長
は
中
国
の
対
日
蔑
称
「
倭
奴
国
」
に
喰
え
、
日
本
が
国
際
上
の
文
書
に
お
い
て
「
支
那
」
呼
称
を
使
用
す
る
こ
と

を
攻
撃
し
た
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
「
支
那
」
を
使
用
し
た
日
本
の
公
文
書
の
受
理
を
拒
否
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
、
日
本
側
の

反
省
と
責
任
を
追
及
す
る
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
た
。

中
国
側
の
反
発
を
受
け
て
、
五
月
二
十
七
日
日
本
の
『
朝
日
新
聞
』
で
は
「
支
那
な
る
文
字
を
使
用
し
た
公
文
書
が
あ
っ
た
な
ら
ば
断
然
受

取
を
拒
絶
す
べ
し
」
と
い
う
国
民
政
府
が
外
交
部
に
対
す
る
訓
令
の
内
容
が
掲
載
さ
れ
た
。
「
支
那
」
国
号
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
、
楊
文
書
局
長

の
講
演
及
ぴ
『
朝
日
新
聞
』
の
過
激
報
道
は
日
本
の
世
論
の
関
心
を
喚
起
し
、
賛
否
両
論
の
投
書
が
新
聞
に
現
れ
た
。
実
藤
恵
秀
氏
が
『
東
京

日
々
新
聞
』
に
掲
げ
た
反
対
論
「
「
支
那
』
と
『
中
華
』
」
と
、
こ
れ
と
対
立
す
る
賛
成
論
「
『
中
華
』
と
呼
ぼ
う
」
が
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
。
反
対
論
で
は
、
「
中
華
」
と
い
う
呼
称
が
列
国
を
夷
狭
視
し
無
礼
至
極
の
語
で
あ
っ
て
、
「
支
那
」
は
侮
辱
の
意
味
を
含
ま
な
い
と
指
摘
し
、

「
支
那
」
を
使
う
公
文
書
の
「
一
切
拒
否
と
い
ふ
如
き
過
激
の
態
度
を
執
る
に
も
当
る
ま
い
」
と
攻
撃
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
「
『
中
華
」
と
呼

ぼ
う
」
と
い
う
文
章
は
、
国
名
の
正
し
い
呼
び
方
が
「
民
族
的
交
際
の
正
し
き
礼
儀
」
で
あ
る
と
中
国
側
の
国
号
呼
称
改
正
の
要
求
を
支
持
し

情
那
賀
迂
霞
氏
が
六
月
十
一
日
、
「
『
チ
ャ
イ
ナ
』
は
い
い
が
『
支
那
』
は
ナ
ゼ
い
け
な
い
」
と
い
う
文
章
を
同
紙
上
に
掲
載
し
、
伊
集
院
の

菓
申
が
「
中
華
民
国
と
呼
べ
ば
支
那
を
世
界
の
中
心
と
し
て
認
め
、
日
本
を
そ
の
付
属
国
か
化
外
の
蛮
国
と
認
め
る
わ
け
に
な
る
」
と
い
う
意

図
に
あ
っ
た
と
分
析
し
、
「
支
那
」
と
い
う
国
号
呼
称
に
固
執
す
る
論
拠
を
述
べ
た
。

一
方
、
中
国
側
で
は
、
日
本
の
「
支
那
」
と
い
う
国
号
呼
称
に
対
し
て
反
対
す
る
世
論
が
高
ま
っ
て
き
た
。
『
上
海
民
国
日
報
」
を
は
じ
め

各
地
の
主
要
新
聞
紙
は
日
本
の
対
中
呼
称
と
関
連
し
、
そ
の
対
中
政
策
を
論
じ
て
い
た
。
六
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
「
上
海
民
国
日
報
」

は
「
日
本
外
交
の
失
態
」
と
題
し
、
日
本
の
外
交
文
書
の
中
に
「
中
華
民
国
」
を
「
支
那
」
と
称
し
た
こ
と
に
対
し
、
日
本
外
交
当
局
が
国
際

礼
節
を
失
念
す
る
と
共
に
、
日
本
国
民
新
聞
界
の
失
言
に
憤
慨
す
る
意
を
表
明
し
、
外
交
部
に
日
本
の
軽
蔑
的
な
「
支
那
」
呼
称
に
改
正
を
促

す
よ
う
要
求
し
た
。
ま
た
、
『
広
州
民
国
日
報
」
は
六
月
三
十
日
か
ら
三
日
に
わ
た
っ
て
「
日
本
外
交
の
失
態
」
と
い
う
論
説
を
掲
げ
て
、
国

際
礼
儀
を
無
視
す
る
日
本
政
府
の
行
為
を
詰
責
し
た
。
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国
民
政
庭
部
内
に
お
い
て
も
、
楊
文
書
局
長
に
続
い
て
、
胡
漢
民
立
法
院
院
長
が
立
法
註
記
念
遇
で
演
説
を
行
い
、
日
本
が
外
交
文
書
で

「
支
那
」
国
号
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
た
。
期
漢
民
は
「
名
従
主
人
」
と
は
側
人
及
び
国
家
と
の
関
係
を
律
す
る
動
か
せ
な
い
原
別

で
あ
る
と
言
い
、
中
国
が
既
に
支
那
で
は
な
い
以
上
、
「
中
日
親
善
」
と
い
う
こ
と
を
言
え
る
が
、
「
日
支
親
善
」
を
一
宇
一
口
う
訳
が
会
い
と
強
い
姿

(
必
)

勢
を
示
し
た
。
中
国
欄
が
「
支
那
」
冨
号
呼
祢
問
題
に
対
し
て
強
い
反
発
に
出
た
の
は
、
国
家
と
し
て
の
統
一
性
を
強
調
す
る
目
的
の
下
、

「
中
華
民
国
」
の
領
域
及
び
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
に
よ
る
民
疾
自
尊
心
の
向
上
と
、
国
権
回
復
を
要
求
し
続
け
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
中
国
鑓
が
す
で
に
日
中
「
対
等
」
関
係
に
立
脚
し
て
、
こ
の
問
題
を
扱
う
に
至
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

二
、
国
号
呼
称
の
改
正
経
過
|
「
支
那
共
和
国
」
か
ら
「
中
華
民
国
」

J¥ 

吉
本
側
に
対
し
「
支
那
」
冒
号
呼
誌
の
改
正
を
求
め
る
世
論
の
高
揚
は
、
出
先
機
関
の
報
告
に
よ
っ
て
幣
原
に
伝
え
ら
れ
、
瞥
原
に
大
き
な

刺
激
を
与
え
た
り
中
国
側
の
強
い
態
度
に
つ
い
て
、
幣
原
は
「
支
部
」
国
号
時
称
に
関
す
る
対
応
を
迫
ら
れ
た
の

外
務
省
は
迅
速
に
事
態
に
忌
じ
、
六
月
十
日
「
条
約
等
ニ
用
ヒ
ラ
レ
タ
ル
支
那
一
告
訴
」
、
六
月
十
西
日
「
支
部
」
と
い
う
呼
呑
に
関
す
る
調

書
を
作
成
し
た
り
こ
の
調
書
に
は
対
中
「
支
那
」
「
支
那
共
和
国
」
と
い
う
時
称
の
確
立
及
び
悦
用
の
経
緯
が
記
さ
れ
、
「
支
那
」
名
称
の
使
用

に
対
す
る
中
国
人
の
憤
慨
が
記
録
さ
れ
て
い
た
む
外
務
省
条
約
局
は
幣
原
の
指
示
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
改
正
案
を
検
討
し
は
じ
め
、
条
約
局

第
一
課
が
作
成
し
た
「
支
那
ノ
国
名
ニ
関
ス
ル
件
」
に
お
い
て
、
大
正
二
年
の
閣
議
に
よ
る
「
支
那
共
和
国
」
と
「
中
華
民
国
」
と
の
使
い
分

け
と
い
う
決
定
が
廃
さ
れ
、
中
国
と
の
条
約
文
又
は
国
書
及
び
通
常
往
復
公
文
書
の
み
な
ら
ず
、
政
宥
部
内
及
ぴ
本
邦
と
第
三
国
と
の
通
常
往

復
会
文
書
で
も
一
律
に
「
中
華
民
国
」
な
る
名
称
を
使
思
す
る
と
い
う
方
針
が
確
立
さ
れ

M
Q

ま
た
、
条
約
局
法
大
正
二
年
の
閣
議
決
定
と
十
月
の
上
奏
文
と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
、
「
支
那
」
国
号
改
柊
の
手
続
き
に
つ
い
て
杉
田
法
制

局
参
事
官
の
意
見
を
開
い
た
。
杉
田
参
事
官
は
法
制
の
角
度
か
ら
回
答
し
、
大
正
一
一
年
十
月
の
上
奏
文
は
、
革
命
に
よ
号
成
立
し
た
新
政
府
を
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承
認
す
べ
き
こ
と
を
奏
上
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
中
国
の
国
名
改
称
の
た
め
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
「
支
那
」
を
「
中
華
民
国
」

へ
呼
称

変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
改
め
て
上
奏
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
見
解
を
示
し
た
。
ま
た
、
閣
議
決
定
に
つ
い
て
は
、
「
支
那
」
と
い
う
呼

称
は
各
方
面
に
わ
た
り
関
係
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
将
来
の
方
針
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
と
、
大
正
二
年
の
閣
議
決
定
の
前
例
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
「
今
回
モ
閣
議
ヲ
室
開
ス
ル
ハ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
キ
モ
敢
テ
之
ヲ
必
要
ト
ス
ル
訳
ニ
ハ
非
ス
」
と
の
意
見
を
杉
田
は
述
べ
討
。
十
月

二
十
七
日
、
法
制
局
は
条
約
局
の
非
公
式
照
会
に
対
し
、
異
議
な
し
と
内
示
し
た
。

十
月
二
十
九
日
、
幣
原
は
「
支
那
」
国
号
呼
称
の
改
正
に
関
し
、
浜
口
雄
幸
総
理
大
臣
に
請
訓
し
、
内
閣
の
裁
定
を
求
め
た
。
幣
原
が
起
草

し
た
「
中
国
国
号
呼
称
に
関
す
る
閣
議
請
議
案
」
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

支
那
ニ
於
テ
ハ
清
朝
覆
滅
共
和
制
樹
立
ト
共
ニ
従
前
ノ
国
号
清
国
ヲ
中
華
民
国
ト
改
称
シ
爾
来
幾
度
カ
政
治
組
織
ノ
変
転
ア
リ
タ
ル
モ
右

中
華
民
国
ノ
国
号
ハ
一
定
不
動
ノ
佳
今
日
ニ
及
ヒ
我
方
ニ
於
テ
モ
大
正
二
年
十
月
六
日
在
支
帝
国
公
使
ヨ
リ
共
和
制
新
政
府
ニ
対
ス
ル
承

認
通
告
ノ
公
文
中
「
中
華
民
国
ヲ
承
認
ス
ル
」
旨
ヲ
明
カ
ニ
シ
タ
ル
カ
一
方
政
府
ハ
同
年
六
月
閣
議
ヲ
経
テ
邦
文
公
文
書
ニ
用
フ
ヘ
キ
同

国
国
号
ニ
関
シ
条
約
又
ハ
国
書
等
将
来
中
華
民
国
ノ
名
称
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ハ
別
ト
シ
帝
国
政
府
部
内
並
帝
国
ト
第
三
国
ト

ノ
間
ニ
於
ケ
ル
通
常
ノ
文
書
ニ
ハ
今
後
総
テ
従
来
ノ
清
国
ニ
代
フ
ル
ニ
支
那
ヲ
以
テ
ス
ル
コ
ト
ヲ
決
定
シ
前
記
新
政
府
承
認
ノ
官
報
告
示

文
ニ
ハ
支
那
共
和
国
ヲ
承
認
シ
タ
ル
旨
ア
記
載
セ
ル
カ
爾
後
ニ
於
ケ
ル
慣
行
ハ
条
約
図
書
等
前
記
閣
議
決
定
中
特
例
ヲ
設
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ

付
テ
モ
実
際
上
支
那
国
又
ハ
支
那
共
和
国
ノ
呼
称
ヲ
用
フ
ル
ヲ
例
ト
シ
来
レ
リ

然
ル
ニ
右
支
那
ナ
ル
呼
称
は
当
初
ヨ
リ
同
国
側
ノ
好
マ
サ
リ
シ
所
ニ
シ
テ
殊
ニ
最
近
同
国
官
民
ノ
之
ニ
対
シ
不
満
ヲ
表
示
ス
ル
モ
ノ
多
キ

ヲ
加
ヘ
タ
ル
観
ア
リ
其
ノ
理
由
ノ
当
否
ハ
暫
ク
措
キ
我
方
ト
シ
テ
右
様
支
那
側
感
情
ヲ
無
視
シ
テ
従
来
ノ
用
例
ヲ
墨
守
ス
ル
ノ
必
要
ナ
キ

ノ
ミ
ナ
ラ
ス
近
来
本
邦
民
間
ノ
用
例
ヲ
見
ル
モ
中
華
民
国
ノ
呼
称
ヲ
使
用
ス
ル
モ
ノ
頓
ニ
増
加
シ
ツ
ツ
ア
ル
状
況
ナ
ル
ニ
顧
ミ
目
下
ノ
処

支
那
政
府
ヨ
リ
本
件
改
称
方
ニ
付
何
等
申
出
来
レ
ル
次
第
二
ハ
ア
ラ
サ
ル
モ
此
際
我
方
ヨ
リ
進
テ
従
来
ノ
用
例
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
時
宜
ニ

適
ス
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
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就
テ
ハ
今
後
支
那
国
ヲ
表
示
ス
ル
ニ
付
テ
ハ
条
約
自
書
等
法
ニ
前
記
大
正
二
年
六
月
間
関
議
ヲ
以
テ
中
華
民
国
ノ
呼
称
ヲ
使
用
ス
ヘ
キ
コ
ト

ヲ
定
メ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ニ
於
テ
ハ
勿
論
其
弛
国
内
又
ハ
第
三
国
ト
ノ
爵
ニ
用
フ
ル
邦
語
公
文
書
ニ
於
テ
モ
中
華
民
冨
ノ
呼
祢
ヲ
用
フ
ル
コ

ト
ヲ
常
則
ト
致
度

以
上
の
「
支
那
」
国
号
改
蒜
に
関
す
る
閣
議
請
議
案
辻
、
「
中
華
民
国
」
の
国
号
呼
称
を
「
支
那
」
に
改
称
す
る
経
韓
を
述
べ
た
上
で
、
「
中

へ
呼
称
を
変
一
見
す
る
理
由
を
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
「
中
華
民
出
」
の
出
口
ず
は
王
拐
名
で
は
な
く
、
政
権
の
変
躍
に
よ
る
時
称
変
更

が
な
い
た
め
、
伊
集
院
が
主
張
し
た
「
支
那
」
採
用
の
根
拠
は
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
鎮
の
対
日
不
満
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
中

国
政
府
及
び
岡
民
の
意
亦
に
撤
応
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
さ
ら
に
近
来
日
本
で
は
「
中
華
民
国
」
の
呼
称
を
多
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
幣
原
は
以
上
の
理
由
に
基
づ
き
、
中
国
関
の
感
情
を
無
視
し
て
ま
で
従
来
の
用
例
を
墨
守
す
る
必
要
も
な
く
、
中
国

側
の
申
出
の
省
無
に
関
わ
ら
ず
、
日
本
側
が
自
発
的
に
対
中
呼
称
の
改
正
を
進
め
る
べ
き
こ
と
を
説
い
た
。
特
に
、
幣
原
は
外
務
省
が
関
議
に

よ
る
対
中
国
書
、
条
約
な
ど
特
例
を
設
け
る
決
定
を
顕
守
せ
ず
、
実
際
に
「
支
部
」
「
支
悪
共
和
国
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
「
支
部
」
呼
称
を
改
正
す
る
場
合
に
、
条
約
図
書
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
国
内
ま
た
は
第
三
国
と
の
日
本
文
公
文
書
に
も
一
律

に
「
中
華
民
国
」
と
い
う
正
式
国
号
を
用
い
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
て
い
た
。

華
民
間
」

し
か
し
、
同
日
亜
細
亜
局
は
、
国
号
呼
称
の
改
正
に
関
し
て
、
以
下
の
「
心
得
置
ク
コ
ト
ト
致
度
」
を
付
記
し
て
い
る
。

口
、
関
係
在
外
公
館
ニ
通
報
ス
ル
コ
ト
、

一
、
関
議
決
定
ノ
上
ハ
、
イ
、
省
内
ニ
「
サ
l

キ
ラ
フ
|
」
ヲ
回
ス
コ
ト
、

ニ
通
報
ス
ル
コ
ト
(
枢
密
院
関
係
)

ハ
、
主
要
他
官
庁

一
、
上
奏
、
告
示
又
ハ
外
務
省
ト
シ
サ
ノ
新
開
発
表
ノ
必
要
ナ
シ

大
正
二
年
支
那
共
和
国
承
認
ノ
上
奏
ヲ
為
シ
又
告
示
ヲ
発
シ
居
ル
処
右
ハ
国
家
承
認
ノ
上
奏
及
告
一
不
ニ
シ
テ
今
回
ノ
改
称
ハ
政
府
部

内
ノ
呼
誌
用
例
ノ
変
斑
ニ
過
キ
ス
承
認
セ
ラ
レ
タ
ル
出
家
ノ
実
体
ニ
ハ
溜
リ
何
等
影
響
ヲ
及
ホ
ス
モ
ノ
ニ
非
ス
サ
人
新
開
発
表
す
為

サ
サ
ル
ハ
事
ヲ
大
袈
裟
ニ
セ
サ
ル
遊
旨
ナ
リ
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三
、
今
回
ノ
決
定
ニ
準
シ
支
那
国
名
ヲ
中
華
、
中
国
等
と
暑
称
、
ン
同
国
民
ヲ
中
国
人
、
民
国
人
等
ト
署
称
ス
ル
如
キ
ハ
第
二
段
ノ
問
題
ト

シ
テ
今
後
ノ
慣
行
に
委
シ
差
支
ナ
カ
ル
ヘ
ク
但
外
務
省
ト
シ
テ
是
等
ノ
点
ニ
付
標
準
ヲ
設
ケ
置
ク
コ
ト
ハ
便
益
多
カ
ル
ヘ
シ

四
、
地
理
的
名
称
ト
シ
テ
支
那
ト
記
載
ス
ル
如
キ
ハ
固
ヨ
リ
妨
ケ
サ
ル
モ
ノ
ト
思
考
ス

五
、
今
回
ノ
決
定
ハ
今
後
ノ
用
例
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
従
来
ノ
法
令
等
ニ
現
レ
タ
ル
支
那
国
等
ノ
記
載
ヲ
一
々
改
ム
ル
如
キ
ハ
其

ノ
必
要
無
ク
即
チ
是
等
ニ
記
載
セ
ラ
レ
タ
ル
支
那
国
ト
今
後
用
ヒ
ラ
ル
ル
中
華
民
国
ト
ハ
同
一
ノ
モ
ノ
ト
鮮
ス
ル
ヲ
以
テ
足
ル
ヘ
シ

但
シ
性
質
ニ
依
リ
今
回
ノ
決
定
ヲ
機
ト
シ
テ
最
近
ノ
時
機
ニ
之
カ
改
正
ヲ
計
ル
ヲ
適
当
ト
ス
ル
モ
ノ
有
リ
得
ヘ
シ

へ
の
国
号
改
称
の
適
用
範
囲
を
規
定
し
、
政
府
部
内
の
呼
称
変
更
に
と
ど
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

添
付
し
た
付
記
は
、
「
中
華
民
国
」

国
号
呼
称
の
改
正
が
「
中
華
民
国
」
と
い
う
正
式
国
名
を
規
定
し
、
略
式
呼
称
と
し
て
の
「
支
那
」
の
改
正
は
留
保
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
締
結
を
め
ぐ
る
統
帥
権
論
争
以
来
の
、
幣
原
外
交
に
反
対
す
る
世
論
と
、
「
対
中
宥
和
」
政
策
に
よ
る

さ
ら
な
る
世
論
の
悪
化
に
幣
原
が
配
慮
し
、
民
間
に
よ
く
使
わ
れ
る
対
中
略
式
国
号
呼
称
の
改
正
を
先
送
り
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
付
記
で
は
地
理
的
名
称
と
し
て
の
「
支
那
」
を
継
続
的
に
使
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。

十
月
三
十
日
、
法
制
局
長
官
は
浜
口
総
理
大
臣
に
対
し
、
「
外
務
大
臣
請
議
支
那
国
号
ノ
呼
称
ニ
関
ス
ル
件
ヲ
審
査
ス
ル
ニ
右
ハ
相
当
ノ
儀

ト
思
考
ス
依
テ
請
儀
ノ
通
」
と
い
う
正
式
な
回
答
丈
を
送
付
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
十
月
三
十
一
日
、
浜
口
総
理
大
臣
は
幣
原
に
対
し
、
公

文
上
中
国
国
号
呼
称
に
関
す
る
請
訓
が
閣
議
を
通
過
し
た
旨
を
指
令
し
た
。
同
日
内
閣
書
記
官
長
鈴
木
富
士
捕
は
、
各
省
次
官
、
枢
密
院
書
記

長
官
、
会
計
検
査
院
長
、
行
政
裁
判
所
長
官
、
貴
衆
両
院
書
記
官
長
、
内
閣
総
理
大
臣
秘
書
官
、
内
閣
部
内
各
局
課
長
な
ど
の
政
府
の
主
要
部

そ
れ
は
、

門
、
陸
軍
に
対
し
、
通
牒
を
発
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
支
那
国
ノ
表
示
ニ
付
テ
ハ
大
正
二
年
閣
議
決
定
ノ
次
第
モ
有
之
候
処
今
般
国
内

又
ハ
第
三
国
ト
ノ
間
ニ
用
フ
ル
邦
語
公
文
書
ニ
於
テ
ハ
中
華
民
国
ノ
呼
称
ヲ
用
フ
ル
コ
ト
ヲ
常
則
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
閣
議
決
定
相
成
候
」
と
い
う

(
日
)

も
の
で
あ
っ
た
。

十
一
月
一
日
、
閣
議
の
決
議
に
基
づ
き
、
幣
原
は
駐
中
国
各
地
の
領
事
館
宛
て
に
、
中
国
国
名
を
「
中
華
民
国
」
に
変
更
す
る
よ
う
訓
令
し
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た
。
訓
令
で
は
、
「
客
月
三
十
一
日
盟
議
ヲ
経
テ
今
後
ハ
条
約
国
書
等
ハ
努
論
其
ノ
弛
国
内
又
ハ
第
三
国
ト
ノ
間
ニ
用
フ
ル
邦
語
公
文
書
ニ
於

テ
モ
中
華
民
国
ノ
称
ヲ
用
フ
ル
ヲ
常
期
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
決
定
シ
タ
ル
」
と
、
国
号
呼
称
の
使
用
を
明
確
化
し
て
い
る
。
十
一
月
四
日
、
幣
原
は

(
貯
)

中
国
以
外
の
駐
外
各
公
館
長
に
対
し
同
趣
旨
の
読
令
を
発
し
た
。

幣
原
が
変
更
し
た
の
は
中
国
の
正
式
国
名
だ
け
で
、
「
中
国
」
「
中
華
」
の
略
式
国
号
は
慣
行
に
委
ね
る
と
い
う
暖
昧
な
形
で
決
着
を
付
け
た
。

一
九
一
三
年
二
月
、
外
務
省
条
約
局
第
一
課
が
作
成
し
て
い
た
「
世
界
主
要
各
国
ノ
国
名
、
元
首
名
及
首
府
名
」
と
い
う
調
書
で
は
、

中
華
民
国
(
現
称
)
に
つ
い
て
、
国
名
(
イ
)
通
称
・
・
中
国
、
(
ロ
)
正
呑
・
・
中
華
民
国
、
(
ハ
)
略
蒜
・
・
華
、
と
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ

こ
に
は
通
行
事
と
略
称
と
い
う
対
中
国
号
呼
称
を
め
ぐ
る
外
務
省
の
指
針
と
穫
用
窓
察
り
二
重
牲
が
明
ら
か
で
あ
(
初
。

し
か
し
、

一一一品、

対
中
国
号
呼
称
の
改
正
を
め
ぐ
る
幣
原
帯
盤
郎

と
こ
ろ
で
、
幣
原
が
同
号
呼
称
の
改
正
に
踏
み
切
ゥ
た
背
景
に
は
、
幣
謀
議
問
主
部
自
身
の
中
国
観
と
、
中
国
を
め
ぐ
る
間
際
懐
勢
と
日
中
関

係
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
G

幣
原
は
伊
集
院
が
も
っ
て
い
た
「
国
民
ノ
知
識
ノ
程
度
ニ
適
応
セ
サ
ル
無
謀
ノ
策

(
共
和
政
体
に
対
す
る
こ
と
い
う
対
中
認
識
と
対
照
的
に
、
「
支
部
ノ
国
民
性
ガ
自
治
ノ
能
力
ニ
耐
ヘ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
推
断
ス
ル
ノ
ハ
誤
ツ

タ
」
、
ま
た
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
「
近
年
支
那
ノ
国
民
ガ
政
治
的
ニ
覚
醒
セ
ン
ト
ス
ル
所
ノ
犠
候
ガ
追
々
現
ハ
レ
来
レ
ル
コ

ト
ヲ
認
メ
、
ザ
ル
ヲ
得
ナ
イ
ト
考
ヘ
マ
ス
(
中
略
)
国
民
的
自
覚
ハ
一
度
発
生
ス
レ
パ
決
シ
テ
消
滅
ス
ル
モ
ノ
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
、
外
部
ヨ
ワ
圧

(
品
開
)

迫
ヲ
受
ク
レ
パ
却
テ
益
々
深
刻
ヲ
加
ブ
ル
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
見
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幣
涼
は
第
五
十
七
議
会
に
お
け
る
外
交
演
説
の
な
か

で
、
日
中
国
交
今
後
の
大
勢
に
つ
い
て
、
圏
内
の
楽
観
論
、
悲
観
論
の
当
否
を
措
き
、
「
唯
我
々
ハ
支
那
ガ
如
荷
ナ
ル
慈
度
ヲ
以
テ
我
ヲ
逆
ヘ
(
臼
)

ル
ト
モ
、
自
ラ
正
義
公
平
ト
詰
ズ
ル
所
に
依
ッ
テ
、
岡
田
ノ
関
係
ヲ
調
節
ス
ル
ニ
最
善
ノ
努
力
ヲ
尽
ス
決
心
」
で
あ
る
と
の
所
信
を
表
明
し
た
。

し
か
し
、
満
蒙
問
題
に
関
し
て
は
、
瞥
原
は
「
国
家
的
生
存
と
も
密
接
な
る
関
係
を
有
す
る
も
の
」
が
あ
る
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
「
満
蒙
既
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(
位
)

得
権
益
」
の
擁
護
に
固
執
し
た
。
幣
原
は
国
家
尊
厳
を
一
不
す
国
号
呼
称
問
題
に
つ
い
て
は
、
日
中
関
係
の
安
定
を
満
蒙
権
益
の
確
保
と
の
関
連

性
に
捉
え
て
極
め
て
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
の
「
支
那
」
と
い
う
中
国
に
対
す
る
国
号
呼
称
に
関
し
て
は
、
当
局
者
の
み
な
ら
ず
、
一
般
の
中
国
人
も
こ
の
語
に
嫌
悪
感
を
持
ち
、

蔑
視
と
敵
視
の
意
を
覚
え
、
さ
ら
に
日
本
の
対
中
侵
略
政
策
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
た
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
一
九
二
三
年
、
大

連
の
日
本
居
留
民
乾
養
仁
ら
二
名
は
、
「
日
華
親
善
を
望
ま
る
な
ら
ば
!
・
:
支
那
と
云
ふ
語
を
つ
か
わ
な
い
こ
と
に
致
し
ま
せ
う
」
と
い
う
宣

伝
ピ
ラ
を
散
布
し
、
日
本
政
府
の
早
急
対
応
を
求
め
た
。
「
支
那
」
国
号
呼
称
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
が
緊
張
す
る
な
か
、
幣
原
は
な
る
べ
く
国

際
慣
行
に
し
た
が
い
こ
の
懸
案
を
解
決
し
、
中
国
の
対
日
不
信
を
一
掃
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
英
米
は
中
国
と
関
税
条
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
続
い
て
、
治
外
法
権
の
改
正
に
応
じ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
。
治
外
法
権
に
関
す
る

中
国
側
の
一
方
的
な
撤
廃
の
主
張
に
対
し
、
英
国
は
一
月
一
日
を
も
っ
て
原
則
に
お
い
て
治
外
法
権
の
漸
次
的
撤
廃
開
始
の
期
日
と
見
な
す
こ

と
に
同
意
す
る
旨
の
覚
書
を
発
表
し
た
。
そ
の
後
米
国
も
中
国
政
府
が
一
月
一
日
を
も
っ
て
漸
進
的
撤
廃
の
開
始
期
日
と
し
た
い
と
の
希
望
に

同
意
す
る
旨
を
明
言
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
英
米
両
国
が
中
国
と
の
間
で
治
外
法
権
撤
廃
を
め
ぐ
る
実
務
交
渉
を
開
始
し
た
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
一
日
と
翌
年
の
一
月
九
日
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
租
界
地
返
還
を
め
ぐ
る
英
中
交
渉
が
着
実
に
進
み
、
一
九
三

O

年
四
月
末
、
威
海
衛
還
付
協
定
が
調
印
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
。

他
方
、
満
蒙
危
機
の
激
化
に
直
面
す
る
な
か
、
幣
原
は
国
民
政
府
が
推
進
す
る
「
革
命
外
交
」
に
対
し
、
小
幡
ア
グ
レ
マ
ン
問
題
の
解
決
や

日
中
関
税
協
定
の
締
結
な
ど
の
宥
和
的
な
姿
勢
を
示
し
、
日
中
関
係
を
好
転
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
対
中
外
交
を
進
め
て
英
米
に
遅
れ

た
治
外
法
権
の
交
渉
を
開
始
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
幣
原
は
国
民
政
府
の
対
日
感
情
を
好
転
さ
せ
、
英
米
よ
り
進
ん
だ
宥
和

的
な
姿
勢
を
一
不
し
、
さ
ら
に
満
蒙
権
益
を
確
保
す
る
た
め
に
、
中
国
側
の
希
望
に
則
し
、
国
号
呼
称
の
改
正
に
踏
み
切
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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第
三
節

日
本
の
国
号
呼
称
詩
題
と
幣
原
の
対
応

し
か
し
、
興
味
深
い
の
は
、
ほ
ぽ
同
時
期
に
起
こ
っ
た
日
本
の
国
号
を
一
般
外
国
語
で
い
か
に
表
示
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
対
し
、

幣
涼
は
対
践
的
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
本
国
号
呼
称
問
問
題
を
め
ぐ
っ
て
辻
、

一
九
二
六
年
以
降
、
内
大
臣
府
お
よ
び
議
会
に
対
す
る
請
額
や
議
会
に
お
け
る
建
議
案
な
ど
が
多
数

提
出
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
問
題
の
核
、
心
は
、

(
1
)
同
号
は
「
大
日
本
帝
国
」
と
す
べ
き
こ
と
、
〈
2
)
は
日
本
文
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
条
約

(
m
m
)
 

そ
の
ほ
か
の
文
書
の
外
国
文
に
お
い
て
も
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
ロ
ー
マ
字
で
表
示
す
べ
き
こ
と
、
と
い
う
二
点
に
婦
結
す
る
。

お
い
て
「
日
本
国
」
「
日
本
帝
問
」
「
大
日
本
国
」
な
ど
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
が
、

国
号
は
明
治
初
年
以
来
、
条
約
そ
の
ほ
か
の

一
時
条
約
に
お
い
て
は
「
日
本
国
」
に
統
一
さ
れ
て
い
た
。

一
九
二
三
年
一
月
二
十
四
日
、
外
務
省
条
約
局
の
謂
書
に
よ
る
と
、
日
本
が
諸
外

国
と
締
結
し
た
条
約
で
は
、
議
文
に
お
い
て
も
条
文
に
お
い
て
も
原
則
と
し
て
「
百
本
国
」
ま
た
は
「
日
本
」
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
た
。

方
、
外
国
文
で
表
示
さ
れ
た
場
合
、
誌
ぼ
す
べ
て
』
告
さ
が
使
窮
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
逓
信
省
関
係
の
条
約
に
お
い
て
は
「
日
本
帝
国
」

(
英
文
で
は
斗
宮
開
5
1
5
0ご
岳
山
口
)
の
文
字
も
使
用
さ
れ
て
い
的
。
し
か
し
、
中
華
民
混
と
の
留
に
締
結
さ
れ
た
条
約
の
み
、
原
則
と
し

て
「
大
日
本
国
」
を
使
用
し
英
米
と
一
一
線
を
画
し
た
の
で
あ
る
c

明
治
時
代
に
締
結
さ
れ
た
諸
条
約
に
お
い
て
は
日
本
文
で
も
中
国
文
で
も

「
大
日
本
国
」
を
使
用
し
て
い
た
。
一
八
九
五
年
の
休
戦
定
約
、
誌
戦
延
期
条
約
お
よ
び
講
和
条
約
に
お
い
て
、
中
国
文
で
は
「
大
日
本
奇
国
」

と
称
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
詰
本
文
で
は
「
大
日
本
国
」
と
表
示
し
て
い
た
。
大
正
時
代
以
降
は
中
活
文
で
は
「
大
日
本
国
」
と
記
載
す
る
一

方
で
、
日
本
文
に
お
い
て
は
単
に
「
E
本
国
」
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
辻
、
中
国
が
「
大
吉
本
国
」
「
大
日
本
帝
国
」
と
い
う
国
号

呼
称
を
使
用
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日
本
は
「
支
那
共
和
問
い
を
間
持
す
る
と
い
う
不
対
等
な
…
面
が
見
ら
れ
て
い
る
。

「
支
那
」
呼
称
を
め
ぐ
る
中
国
の
世
論
と
同
様
、
欧
米
各
国
が
日
本
の
国
号
を
]
若
山
口
で
表
示
す
る
こ
と
に
対
し
、
吾
本
国
内
で
は
反
対
す
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一
九
二
六
年
三
月
十
六
日
、
江
川
芳
光
ほ
か
二
名
は
由
谷
義
治
衆
議
院
議
員
の
紹
介
を
通
し
て
「
国
号
ノ
呼
称
使
用
ニ
関

ス
ル
請
願
書
」
を
衆
議
院
に
呈
出
し
、
外
国
語
で
国
号
の
国
有
名
詞
の
呼
称
使
用
を
求
め
た
。
三
月
二
十
五
日
、
粕
谷
衆
議
院
議
長
は
若
槻
内

る
声
が
あ
が
っ
た
。

閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
請
願
書
を
採
決
し
た
衆
議
院
の
決
議
案
を
送
付
し
た
。
決
議
案
の
要
旨
は
日
本
の
国
号
を
「
大
日
本
帝
国
」
と
し
、
こ

れ
を
世
界
各
国
に
宣
言
し
、
ま
た
条
約
上
の
原
文
や
外
国
郵
便
の
「
ス
タ
ン
プ
」
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
語
源
不
明
瞭
ナ
ル
」
「
ジ
ヤ
ボ

ン
」
「
ジ
ャ
パ
ン
」
が
、
「
実
ニ
帝
国
ノ
不
面
目
不
見
識
ヲ
表
ハ
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
帝
国
ノ
威
信
ヲ
損
ス
ル
コ
ト
砂
カ
ラ
ス
」
と
い
う
理
由
で
、
速

や
か
に
外
国
郵
便
の
「
ス
タ
ン
プ
」
を
「
ニ
ホ
ン
」
ま
た
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
請
願
は
七
月

二
十
一
日
、
若
槻
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
幣
原
に
回
付
さ
れ
た
。
幣
原
は
十
一
月
十
三
日
付
で
請
議
案
を
作
成
し
、
安
達
逓
信
大
臣
の
意
見
を
求

め
、
「
貴
見
ノ
通
御
取
計
相
成
可
然
」
と
の
了
承
を
得
、

一
九
二
七
年
一
月
十
五
日
、
幣
原
は
若
槻
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
請
議
案
を
提
出
し

た。
外
務
省
の
請
議
案
に
お
い
て
、
幣
原
は
「
一
国
ノ
国
号
ヲ
外
国
語
ヲ
以
テ
示
ス
場
合
ニ
如
何
ナ
ル
称
呼
ヲ
使
用
ス
ヘ
キ
ヤ
ハ
畢
克
便
宜
ノ
問

題
ニ
シ
テ
事
宜
ニ
依
リ
適
当
ナ
ル
称
呼
ヲ
選
択
ス
ヘ
ク
而
モ
一
般
ニ
周
知
セ
ラ
レ
タ
ル
称
呼
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
寧
ロ
適
当
ナ
ル
場
合
多
カ
ル
ヘ

『
ジ
ャ
パ
ン
」
ナ
ル
語
ヲ
帝
国
ノ
国
号
ト
シ
テ
条
約
ノ
原
文
又
ハ
外
国
郵
便
ノ

シ
従
テ
「
ジ
ャ
ポ
ン
』
又
ハ

『
ス
タ
ン
プ
』
等
ニ
使
用
ス
ル
モ

何
等
帝
国
ノ
不
面
目
又
ハ
不
見
識
ヲ
表
ハ
シ
或
ハ
帝
国
ノ
威
信
ヲ
損
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ヲ
得
ス
故
ニ
本
件
請
願
ハ
之
ヲ
採
択
セ
サ
ル
ヲ
適
当

(η) 

ト
認
ム
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

(
丸
)

一
九
二
七
年
一
一
月
二
日
、
幣
原
の
請
議
通
り
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
、
指
令
が
出
さ
れ
た
。
幣
原
の
請
議
案
に
よ
っ
て
外
国
語
で
日
本
の
国
号

を

]
8
8、
]
告
。
ロ
と
表
記
す
る
こ
と
が
定
着
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
七
年
一
月
二
十
七
日
由
谷
義
治
衆
議
院
議
員
は
「
我
カ
国
国
号
ノ
統
一
顕
正
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
し
、
政

府
が
速
や
か
に
国
号
を
「
大
日
本
」
と
確
定
し
、
そ
の
呼
称
を
「
ダ
イ
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
決
定
す
る
と
共
に
国
民
に
対
し
て
国
号
の
統
一
を
要
請

し
、
世
界
に
対
し
て
国
号
の
顕
正
を
宣
布
し
よ
う
と
建
議
し
た
。
こ
れ
に
続
け
て
、
二
月
十
七
日
熊
谷
五
衛
門
と
中
野
寅
吉
衆
議
院
議
員
は

一方、

第二次幣原外交期における中国の国号呼称問題95 



「
我
カ
帝
国
国
号
ノ
称
呼
使
用
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
衆
議
院
に
送
っ
た
c

建
議
と
理
由
書
は
、
昭
和
の
新
政
に
際
し
政
府
は
笹
界
に
向
け
て

帝
国
国
号
の
固
有
名
詞
の
呼
称
使
用
を
宣
言
し
、
条
約
文
に
使
用
す
る
国
号
は
も
ち
ろ
ん
、
小
に
し
て
ま
ず
速
や
か
に
逓
信
省
に
お
い
て
外
国

(
お
)

郵
便
に
使
足
す
る
「
ス
タ
ン
プ
」
の
「
ジ
ャ
パ
ン
」
を
吋
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
改
正
す
る
よ
う
に
と
要
求
し
て
い
る
。
衆
議
採
は
両
建
議
案
を
議
決

し
、
一
九
二
七
年
三
月
二
十
五
日
付
で
関
連
書
類
を
森
田
茂
衆
議
院
候
議
長
よ
り
若
槻
内
閣
総
理
大
臣
に
送
付
し
た
。
五
月
十
九
日
、
内
南
総

(

刊

日

)

理
大
臣
よ
与
外
務
省
に
回
付
し
た
が
、
問
中
外
相
は
何
ら
の
措
胤
胞
を
と
ら
な
か
っ
た
。

地
方
、
二
月
十
日
、
福
岡
県
若
松
市
手
島
貫
一
よ
り
持
崎
勲
衆
議
院
議
員
の
紹
介
を
介
し
議
会
に
「
国
号
ノ
称
呼
使
罵
ニ
関
ス
ル
請
願
」
を

虫
出
し
、
そ
の
要
旨
は
「
ジ
ャ
パ
ン
」
を
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
改
め
関
口
ザ
の
尊
厳
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
引
た
。
請
願
書
は
実
行
方
法

に
つ
い
て
、
昭
和
二
年
の
天
長
節
以
設
と
し
、
国
際
関
係
上
で
は
「
ジ
ャ
パ
ン
」
を
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
と
改
め
、
国
民
に
対
し
看
援
な
ど
の
板
名

(均〉

文
字
お
よ
び
口
!
?
字
を
訂
正
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
の
こ
れ
に
対
し
、
衆
議
院
は
前
記
の
一
向
建
識
が
あ
る
た
め
、
こ
の
諮
願
に
つ
い
て
議
決
す

(
お
)

る
こ
と
な
く
、
内
器
に
送
付
し
、
六
月
二
十
日
鳩
山
内
需
書
記
官
長
よ
り
外
務
省
主
管
と
い
う
理
由
で
出
淵
外
務
次
官
あ
て
に
転
送
さ
れ
て
い

る
。
手
島
貫
一
は
提
出
さ
れ
た
請
願
に
反
響
が
な
い
た
め
、
三
月
三
十
一
日
付
き
で
改
め
て
内
大
臣
府
あ
て
請
願
書
を
掠
呈
し
、
「
『
ジ
ャ
パ

ン
」
ヲ
「
ニ
ッ
ポ
ン
」
ト
改
メ
我
カ
屋
号
ノ
尊
厳
ヲ
保
持
ス
ル
為
陛
下
ノ
桂
辰
タ
ル
本
年
ノ
天
長
節
ニ
勅
令
又
ハ
詔
書
ヲ
発
布
、
ン
即
日
ヨ
リ
施

行
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
翼
フ
」
と
主
張
し
た
。
内
大
臣
府
は
そ
の
請
願
書
を
天
皇
に
奏
聞
し
た
上
、
参
考
の
た
め
田
中
内
箆
総
理
大
臣
に
送
付
し

た
。
内
閣
総
理
大
症
は
ふ
た
た
び
外
務
省
主
管
を
狸
自
に
こ
れ
を
同
年
の
六
月
二
十
一
日
に
田
中
外
務
大
臣
に
送
付
し
、
「
可
然
処
理
ノ
上
同

報
栢
成
度
」
と
書
き
添
え
た
む
請
願
令
第
十
条
に
よ
り
天
皇
に
捧
呈
す
る
請
願
書
辻
、
同
令
第
十
四
条
に
よ
り
内
大
臣
が
こ
れ
を
奏
聞
し
て
処

潤
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
請
願
書
が
内
大
臣
よ
り
参
考
の
た
め
内
閣
に
送
付
さ
れ
た
た
め
、
外
務
省
拭
内
閣
鵠
と
講
義
を
行
っ
た
結

果
、
内
閣
官
制
第
五
条
第
一
一
環
第
五
号
の
「
天
皇
よ
り
下
付
せ
ら
れ
た
る
人
民
の
語
顧
」
と
い
う
規
定
に
し
た
が
い
、
爵
議
を
行
う
必
要
は
な

い
と
決
定
し
た
。
し
た
が
合
て
、
問
中
外
相
は
二
十
九
呂
、
内
期
総
理
大
臣
に
対
し
、
本
詩
艇
が
本
年
一
月
十
五
日
の
協
議
論
議
案
と
出
さ
れ

(
u
m
)
 

た
指
令
が
、
か
か
わ
る
衆
議
長
の
議
決
案
と
同
じ
の
内
容
が
あ
る
こ
と
で
、
「
御
了
知
相
成
度
」
を
回
答
し
た
む
田
中
外
相
は
幣
原
の
方
針
を
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堅
持
し
、
二
月
一
一
日
付
き
の
指
令
に
よ
っ
て
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
第
三
次
幣
原
外
交
期
に
は
、
日
本
の
国
号
称
呼
に
関
す
る
問
題
が
再
び
浮
上
し
て
き
た
。

一
九
一
二
一
年
三
月
二
十
六
日
、
藤
津
幾

之
輔
衆
議
院
議
長
よ
り
浜
口
内
閣
総
理
大
臣
に
対
し
、
衆
議
院
で
採
決
さ
れ
た
「
我
カ
帝
国
国
名
ノ
称
呼
使
用
ニ
関
ス
ル
建
議
書
」
を
送
付
し

た
。
建
議
書
で
は
、
国
名
は
憲
法
、
動
記
、
国
璽
に
お
い
て
「
大
日
本
帝
国
」
を
明
記
し
た
の
で
、
「
独
立
セ
ル
帝
国
ニ
シ
テ
白
己
固
有
ノ
名

詞
ヲ
使
用
ス
ル
能
ハ
サ
ル
カ
如
キ
ハ
不
見
識
極
マ
レ
リ
ト
謂
フ
ヘ
シ
之
ヲ
諸
外
国
ノ
例
ニ
徴
ス
ル
ニ
魯
西
亜
、
支
那
ノ
如
キ
我
カ
政
府
ニ
抗
議

シ
露
西
亜
、
中
華
民
国
ト
夫
レ
夫
レ
改
称
ヲ
要
求
、
ン
我
カ
政
府
亦
之
ヲ
承
認
シ
タ
ル
実
例
」
が
あ
る
た
め
、
「
政
府
ハ
須
ラ
ク
速
ニ
反
省
シ
テ

(
お
)

世
界
ニ
向
テ
帝
国
国
名
ノ
固
有
名
詞
ノ
称
呼
使
用
ヲ
宣
言
シ
諸
外
国
政
府
ヲ
シ
テ
之
ヲ
公
用
セ
シ
ム
ヘ
シ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注

意
す
べ
き
こ
と
は
、
衆
議
院
の
議
決
案
は
、
日
本
の
国
号
呼
称
を
幣
原
の
対
中
国
号
呼
称
の
改
正
と
関
連
し
て
論
じ
、
政
府
の
反
省
を
促
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
五
月
三
十
日
、
幣
原
は
衆
議
院
よ
り
議
決
案
を
回
付
さ
れ
た
。
一
九
二
三
年
六
月
二
十
六
日
、
外
務
省
が
起
草
し
た
決

一
九
二
七
年
二
月
二
日
の
閣
議
決
定
の
趣
旨
は
今
日
改
め
る
必
要
は
な
い
と
認
識
し
た
上
で
、
こ
の
建
議
書
に
対
し
、

裁
の
高
裁
案
で
は
、

九
二
七
年
三
月
の
衆
議
院
で
議
決
さ
れ
た
同
趣
旨
の
決
議
に
対
す
る
と
同
様
、
何
ら
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
は
な
く
、
「
其
ノ
僅
ニ
シ
置
ク
コ

ト
ト
シ
可
然
」
と
決
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
政
府
は
一
般
の
外
国
語
で
]
名
告
、
』
∞
旬
。
ロ
な
ど
を
用
い
る
こ
と
を
根
本
的
に
排
斥
し
て
は
い
な
い
。
幣

原
は
外
国
語
で
国
号
を
示
す
場
合
、
相
手
国
に
適
当
な
呼
称
を
選
択
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
に

お
け
る
国
号
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
自
発
的
に
「
支
那
」
か
ら
「
中
華
民
国
」

へ
と
改
正
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
、
幣
原
が
対
中
外

交
に
お
い
て
と
ら
れ
た
宥
和
政
策
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
後
、
国
号
呼
称
問
題
に
つ
い
て
は
、
逓
信
省
は
一
九
三
四
年
四
月
十
九
日
、
通
信
日
附
印
の
形
式
の
な
か
の
「
』
〉
司
〉
Z
」

「Z
司
司
C
Z」
に
改
め
た
こ
と
を
告
示
し
た
。
そ
し
て
、

の
文
字
を

一
九
三
五
年
七
月
二
十
七
日
、
外
務
省
は
所
管
す
る
条
約
お
よ
び
そ
の
他
の
文
書
の

(
約
)

日
本
文
に
お
い
て
は
、
「
大
日
本
帝
国
」
と
い
う
名
称
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
そ
の
た
め
、
国
号
は
外
国
語
に
お
い
て
も
、
任
命
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(ω) 

田
口
1
5
0内

γ
u
gを
用
い
る
こ
と
に
統
一
さ
れ
た
。

任
状
等
ニ
於
テ
国
号
ハ

一
九
一
二
六
年
四
月
十
八
日
、
外
務
省
は
「
外
務
省
テ
ハ
嚢
ニ
国
際
条
約
及
大
公
使
得
信

『
大
宮
本
帝
国
』
ト
シ
又
御
称
呼
ハ
『
天
皇
』
ト
記
載
、
ン
奉
リ
従
テ
毘
号
御
称
呼
併
セ
テ
ハ
『
大
日
本
幸
国
天
皇
』
ト

申
上
ク
ル
コ
ト
ニ
決
定
シ
墜
先
行
中
テ
ア
ル
」
と
正
式
に
公
表
し
封
。
さ
ら
に
、
一
九
四
三
年
三
月
二
日
、
外
務
省
条
約
局
は
「
外
国
語
ニ
於

ケ
ル
我
国
号
ノ
表
示
ニ
関
ス
ル
件
(
試
案
)
」
を
作
成
し
、
「
一
、
外
国
語
ニ
於
ケ
ル
(
大
)
日
本
ノ
呼
称
ハ
(
巴
巳
E
)
Z
U℃

S
ト
ス
、
二
、

(
虫
)

者
出
ノ
表
示
方
法
一
…
付
チ
ハ
日
本
一
路
ニ
於
ケ
ル
呼
称
即
チ
叶
内
即
日

S
Cの
使
用
ヲ
要
求
セ
ズ
」
と
い
う
表
示
の
康
問
を
明
記
し
た
が
、
実
際
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
四
節

国
号
呼
称
改
正
政
策
の
影
響

外
務
省
誌
「
支
嘉
共
和
国
」
か
ら
「
中
華
民
冒
」
へ
の
国
号
呼
称
の
改
正
に
つ
い
て
、
新
開
発
表
誌
し
な
い
と
決
定
し
(
的
o

し
か
し
、
大
新

毘
は
十
一
月
一
日
一
斉
に
こ
の
記
事
を
掲
載
し
、
「
日
々
新
聞
』
で
は
「
支
那
閣
の
公
文
書
上
の
呼
称
に
つ
い
て
は
従
来
支
那
共
和
国
、
中
華

民
国
等
区
々
に
使
患
さ
れ
て
い
た
」
が
、
今
後
「
中
華
民
国
」
を
常
則
呼
称
に
す
る
と
、
思
議
で
決
定
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
幣
原
に
よ
る
国
号
呼
称
の
改
正
政
策
は
、
政
府
部
内
の
反
対
党
、
軍
部
及
び
対
中
強
硬
論
を
鼓
吹
す
る
世
論
の
反
対
に
遭
い
、
南

京
事
件
、
小
幡
ア
グ
レ
マ
ン
問
題
と
関
連
し
て
、
幣
原
の
「
軟
弱
外
交
」
の
攻
撃
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
第
五
十
九
議
会
の
幣
原
の
演
説

に
対
す
る
質
疑
に
お
い
て
、
松
岡
洋
右
代
議
士
は
「
支
第
」
国
号
呼
称
の
改
正
問
題
を
取
り
上
げ
、
外
務
省
の
対
中
外
交
を
厳
し
く
攻
撃
し
た
。

松
前
代
議
士
は
、

「
従
来
青
田
ハ
支
部
共
和
国
ト
呼
ン
デ
居
ツ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ヲ
最
近
ニ
ハ
態
々
誰
ノ
講
義
カ
、
誰
ニ
頼
マ
レ
タ
ノ
カ
私
ハ
知
リ
マ

イ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ヂ
ハ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
支
那
ナ
リ
支

セ
ヌ
ガ
、
態
々
中
華
民
国
ト
赴
カ
ラ
改
称
ス
ル
、
此
ノ
呼
称
ノ
如
キ
ハ
例
レ
デ
モ

第
共
和
国
ト
云
フ
コ
ト
ハ
日
本
一
語
デ
ア
リ
マ
ス
、
日
本
国
ニ
ハ
中
国
ヂ
ヤ
ノ
中
華
民
国
ダ
ノ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ
、
是
ハ
第
一
革
命
後
ニ
於
キ
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マ
シ
テ
我
ガ
政
府
デ
ハ
慎
重
ニ
協
議
ヲ
致
シ
マ
シ
テ
支
那
共
和
国
ト
呼
ブ
ト
イ
ウ
コ
ト
ニ
決
定
サ
レ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
ソ
レ
ヲ
二
十
年
モ
後

ニ
態
々
支
那
語
デ
ア
ル
!
日
本
語
ヲ
捨
テ
、
中
華
民
国
ト
呼
ピ
マ
セ
ウ
云
フ
、
ソ
ノ
態
度
、
ソ
ノ
心
懸
ケ
ガ
、
是
ガ
幣
原
外
交
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
能

ク
説
明
シ
テ
居
ル
ト
思
フ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
支
那
人
デ
モ
気
ノ
利
イ
タ
人
間
ハ
舌
ヲ
出
シ
テ
セ
セ
ラ
笑
ッ
テ
居
ル
」

と
幣
原
の
対
中
姿
勢
を
糾
弾
し
た
。

一
方
、
国
民
政
府
は
日
本
国
内
に
お
け
る
「
支
那
」
国
号
呼
称
の
改
正
へ
の
反
発
を
警
戒
し
て
い
る
。

一
九
二
二
年
一
月
二
十
八
日
、
「
国

際
晩
報
』
は
「
日
本
代
議
士
口
中
之
支
那
与
中
華
民
国
」
と
い
う
社
説
を
掲
載
し
、
松
岡
洋
右
の
幣
原
外
交
に
対
す
る
非
難
を
論
駁
し
た
。
文

中
で
は
日
本
代
議
士
の
「
支
那
」
国
号
呼
称
へ
の
固
執
に
失
望
感
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
日
中
親
善
の
関
係
を
確
立
す
る
た
め
に
、
日
本
側

が
中
国
に
対
し
理
解
と
同
情
を
寄
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

他
方
、
日
本
政
府
の
「
中
華
民
国
」
へ
の
国
号
呼
称
の
変
更
決
定
よ
っ
て
、
国
際
上
の
公
文
書
は
中
華
民
国
と
い
う
正
式
国
号
に
統
一
さ
れ
、

政
府
部
内
の
往
復
文
書
は
も
ち
ろ
ん
、
新
聞
に
も
「
中
華
民
国
」
「
民
国
」
な
ど
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
閣
議
の
決
定
が
規

定
し
た
慣
行
に
委
ね
る
略
式
国
名
と
し
て
「
中
国
」
「
中
華
」
と
い
う
用
例
も
増
え
て
き
た
の
で
あ
る
。
幣
原
が
中
国
に
対
す
る
国
号
呼
称
を

「
中
華
民
国
」
に
変
更
す
る
訓
令
を
通
達
し
た
直
後
、
在
間
島
岡
田
総
領
事
か
ら
幣
原
宛
の
電
報
で
は
、
「
中
国
軍
人
」
、
「
日
中
警
察
」
「
日
華

警
察
」
「
中
国
人
」
「
中
国
側
」
な
ど
の
対
中
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
国
号
改
称
の
内
容
は
略
式
国
名
を
暖
昧
に
す
る
こ
と
で
、
外
交
文
書
に
お
い
て
「
民
国
」
「
中
国
」
「
日
民
」
「
日
華
」
「
日
支
」

「
中
国
人
」
「
支
那
側
」
等
の
呼
称
が
併
用
さ
れ
て
お
り
、
中
国
に
対
す
る
国
号
呼
称
は
混
在
し
た
状
態
を
呈
し
て
い
た
。
一
九
二
二
年
一
月
か

ら
七
月
ま
で
の
間
で
、
日
中
治
外
法
権
関
係
を
中
心
に
収
録
し
た
、
幣
原
と
在
外
各
公
使
館
と
の
往
復
外
交
文
書
に
用
い
ら
れ
た
対
中
呼
称
の

使
用
例
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。

表
1
の
使
用
例
は
明
ら
か
に
外
務
省
の
対
中
呼
称
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
。
幣
原
の
訓
令
に
基
づ
き
、
正
式
国
号
と
し
て
「
中
華
民
国
」

を
用
い
る
以
外
に
、
第
二
段
の
問
題
と
し
て
今
後
の
慣
行
に
従
う
略
式
国
号
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
「
支
那
」
「
支
那
側
」
「
日
支
」
等
の
使
用

第二次幣原外交期における中国の国号呼称問題99 
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話f守 対象 対中将聴の箆湾側

一月七日 重光より幣原宛 支那、日支繍係

一月八日 重光より幣原宛 対中国関係(付記、谷EI!!細亜局長宛て私儀J ) 

一月二十一 g 在E吉林石射総領事より幣濠宛 支那法務

}月二十四日 幣原より石射宛て 中関法院、中国人

二月十五日 重光より幣原宛 中閣政府、中国債u

一月二十 g 重光より望書家宛 >=p8密交、>=p諮鎖、中額

一月二十八日 在南京上村領事より幣原宛 中国側、中国

二月一日 堀切拓務次官より永井外務次官郷 対中遺書民園、中国中央政府、中国

=月五日 重光より幣原宛 中頭側、中滋委員、>=p~語

三月六臼 重光より幣原郷 中溺側

コ月六日 在奉天林総領事より幣原宛 支郎官憲、 x那側、日交両国
三月七日 重光より幣原線 B 交関係、日交両国

=月十とえ g i重光より脅守護言猿 >=p溜傑

=月二十二日 重光より幣原宛 対運義経済関係、目撃開弱、中関側、中国務、中国

三月二十四 B 重光より幣原宛 日諮問、中関、中国側

三月二十七 B 害容療より重光宛 中盤喜善

コ月二十八日 重光より幣原宛 中国側、中間、日支間関、民間側

四月一日 重量光より幣原宛 日議両圏、民圏、自民間国、氏関側

密月十:='8 外務省、拓務後、事若鮮総督持協議 >=p滋共産党、中屋宮態、>=p冨僚、支部側、当局

四月十七日 幣原より在中関各公務長宛 中関裁判所

四月二十四日 在奉天林総領事より幣照宛 支那側、支那政府

五月一日 幣民票より重光宛 中際領II

五月十八8 在総選事掲宙総領事より幣原宛 中霞側、民額、中央政府、中華繁2定患の 8fす使用

六月二十七日 在潟T街田中高Ij領事より幣原宛 中間側、国民政府、南京政府

七R七日 重光より幣原宛 民間、国民政府、民間側、日交関係、民間側

i七月十八日 在穏譲事掲呂総領事より幣原宛 >=p潟入、>=p滋倭II

七月一十八日 在奉天株総領事より幣原宛 中国人氏、中国、中日両国

八月七日 在済南西国総領事より幣原宛 中国人

九月二日 在予警察上村領事よち害容!祭宛 中溺

r 日本外交文書』昭和期 I 第刊部第四巻番、 382~461頁によって作成した。「治外法権問題」、浅:表 1



が
急
減
し
、
そ
の
代
わ
り
に
「
中
国
」
「
中
国
人
」
「
民
国
」
「
日
華
」
「
日
民
」
等
の
略
式
呼
称
が
増
え
た
こ
と
が
判
る
。
「
支
那
」
呼
称
の
急

減
は
、
外
務
省
内
部
に
お
い
て
、
早
い
段
階
で
国
号
呼
称
改
正
の
措
置
の
効
果
が
挙
げ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
く
に
、
強
調
す
べ
き
な
の

は
、
幣
原
か
ら
発
し
た
訓
令
が
す
べ
て
「
中
国
」
「
中
国
人
」
と
い
う
略
式
呼
称
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
幣
原
は
自
ら
決

定
し
た
対
中
呼
称
を
堅
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

ま
た
、
対
中
呼
称
の
改
称
は
外
務
省
部
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
拓
務
省
等
の
政
府
部
内
で
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
ま
た
、
陸
軍
省
も

一
九
一
二

O
年
十
一
月
十
日
、
原
常
成
陸
軍
省
副
官
よ
り
内
閣
に
通
達
さ
れ
た
「
公
文
書
ニ
使
用
ス
ル
支
那
国
名
称
ニ
関
ス
ル
件
」
を
通
牒
と
し

て
部
内
へ
発
し
た
。
中
国
に
対
す
る
略
式
国
号
呼
称
は
未
だ
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
「
中
華
民
国
」
の
正
式
国
号
か
ら
派
生
し
た
「
中

国
」
「
中
華
」
「
民
国
」
と
い
う
略
式
国
号
の
使
用
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
こ
と
は
、
幣
原
外
交
の
対
中
呼
称
改
正
政
策
の
成
果
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
外
務
省
は
対
中
呼
称
の
改
正
案
を
積
極
的
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
、
文
部
省
に
対
し
、
固
定
教
科
書
の
編
纂
に
つ
い
て
、
両
国
間

の
往
復
公
文
に
は
「
支
那
」
を
止
め
て
「
中
国
」
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
国
定
教
科
書
か
ら
も
「
支
那
」
と
い
う
文
字
を
抜
い
て

(
間
)

「
中
国
」
に
変
え
る
よ
う
要
請
し
た
。
ま
た
、
逓
信
省
で
は
、
対
中
国
号
改
称
の
方
針
に
し
た
が
い
、
漢
字
電
報
を
「
中
華
民
国
語
の
電
報
」

と
改
め
、
官
報
に
記
載
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
三

O
年
の
対
中
呼
称
改
正
案
は
、
日
本
の
対
中
呼
称
に
お
い
て
決
定
的
な
影
響
を
与
え
た
と
言
え
る
。

一
九
三
四
年
六
月
外
務
省
条
約

ハ
前
記
昭
和
五
年
ノ
閣
議
決
定
後
内
閣
ヨ
リ
各

方
面
ニ
通
達
シ
「
国
内
又
ハ
第
三
国
ト
ノ
間
ニ
用
フ
ル
邦
語
公
文
書
ニ
於
テ
」
モ
之
ヲ
用
フ
ヘ
キ
コ
ト
ヲ
慾
憩
シ
今
日
ニ
於
テ
ハ
相
当
広
ク
使

局
の
作
成
し
た
「
中
華
民
国
ナ
ル
用
語
ニ
付
テ
」
と
い
う
調
書
で
は
、
「
『
中
華
民
国
ナ
ル
五
巴

用
セ
ラ
レ
居
ル
模
様
ナ
リ
」
、
「
今
日
迄
条
約
等
ニ
於
テ
ハ

『
中
華
民
国
』
ナ
ル
語
ヲ
慣
用
シ
来
レ
リ
」
と
ま
と
め
ら
れ
、
略
式
国
号
と
し
て
の

「
支
那
人
」
「
日
支
」
な
ど
の
併
用
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
「
中
華
民
国
」
と
い
う
正
式
な
国
号
呼
称
が
定
着
し
た
実
態
を
示
し
て
い
る
の

(
問
)

で
あ
る
。

第二次幣原外交期における中国の国号呼称問題101 
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ま言

一
九
一
二

O
年
の
対
中
国
号
呼
称
の
改
正
は
、
第
二
次
瞥
原
外
交
の
対
中
致
策
に
お
け
る
「
英
米
協
調
」
か
ら
「
日
中
提
携
」
へ
の
転
換
を
示

す
も
の
で
為
る
。
こ
れ
は
中
屈
を
め
ぐ
る
束
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
と
日
中
関
係
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
り
、
「
革
命
外
交
」
に
対
誌
し

つ
つ
、
「
議
蒙
既
得
権
益
」
を
確
保
す
る
た
め
の
解
決
策
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
政
策
は
小
謡
ア
グ
レ
マ
ン
問
題
、
日
中
関
税
協
定
の

締
結
と
関
連
し
、
瞥
原
外
交
の
試
み
る
「
日
中
提
携
」
の
重
要
な
一
環
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。

持
伊
集
院
の
進
ユ
一
一
口
に
よ
る
「
支
那
」
と
い
う
国
号
呼
称
は
、
日
清
戦
争
後
の
中
固
に
対
す
る
蔑
視
感
の
蔓
延
、
辛
亥
革
命
へ
の
一
不
満
及
び
中
国

の
共
和
制
の
確
立
へ
の
恐
怖
な
ど
、
近
代
日
本
人
の
中
間
観
を
訴
す
も
の
で
あ
る
。
「
中
華
民
国
〕
と
い
う
正
式
定
名
を
用
い
ず
、
勝
視
惑
を

込
め
た
「
支
那
」
を
用
い
て
「
支
那
共
和
国
」
を
使
用
し
つ
づ
け
た
こ
と
は
、
日
本
の
中
国
に
対
す
る
強
硬
政
策
を
反
壊
し
た
も
の
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
外
交
文
書
に
と
ど
ま
ら
ず
近
代
日
本
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
「
支
那
」
略
称
は
、
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
戟
し
、
日
中
関

係
を
悪
化
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
む
し
た
が
っ
て
、
幣
原
は
高
揚
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
緩
和
さ
せ
る
た
め
に
、
国
民
政
府
の
音
山
自
に
順
容
し
、

対
中
国
号
呼
称
を
「
支
那
共
和
国
」
か
ら
「
中
華
民
国
」
へ
と
改
正
し
、
長
年
に
わ
た
る
懸
案
を
解
決
し
て
き
た
。

幣
原
は
中
国
の
ナ
シ
ョ
ナ
ワ
ズ
ム
を
的
確
に
認
識
し
、
さ
ら
に
「
満
蒙
既
得
権
益
」
の
確
採
は
日
中
関
係
が
如
何
に
し
て
改
善
で
き
る
か
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
、
と
理
解
し
て
い
た
。
ま
た
、
英
米
の
対
中
譲
歩
に
鑑
み
、
英
米
よ
り
一
歩
進
め
て
対
中
宥
和
政
策
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
治
外
法
権
の
交
渉
を
良
い
方
向
に
向
か
わ
せ
よ
う
と
考
え
た
c

そ
の
た
め
に
、
幣
原
は
外
国
語
で
表
示
さ
れ
て
い
る

V
窓
口
と
い
う
題
号

呼
祢
に
つ
い
て
は
、
議
会
か
ら
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま
で
認
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
発
的
に
「
支
那
共
和
国
」
か
ら
「
中
華
民
国
」
へ

の
改
正
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
瞥
原
が
と
っ
た
岡
号
改
正
政
策
の
目
的
は
、
「
対
中
宥
和
」
政
策
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
岡
側
の
対

日
気
運
を
好
転
さ
せ
、
そ
の
上
で
「
呂
中
提
携
」
を
試
み
、
最
終
的
に
は
「
満
蒙
既
得
権
益
」
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。



+工(
1
)

拙
稿
「
小
幡
公
使
ア
グ
レ
マ
ン
問
題
に
み
る
第
二
次
幣
原
外
交

の
対
中
国
政
策
の
転
換
」
(
「
人
間
文
化
論
叢
」
第
四
巻
、
二

O
O二

年
)
一

1
一
O
頁。

(
2
)

実
藤
恵
秀
『
近
代
日
支
文
化
論
」
(
大
東
出
版
社
、
一
九
四
一

年
)
、
同
「
国
号
問
題
」
(
『
中
国
人
日
本
留
学
史
増
補
版
』
、
く
ろ
し

お
出
版
、
一
九
八
一
年
)
、
同
「
『
支
那
』
の
発
生
か
ら
消
滅
ま
で
」

(
『
中
国
留
学
生
史
談
』
、
第
一
書
房
、
一
九
八
一
年
)
。
佐
藤
三
郎

「
日
本
人
が
中
国
を
『
支
那
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
|

近
代
日
中
交
渉
史
上
の
一
齢
と
し
て
l

」
(
「
山
形
大
学
紀
要
』
人
文

科
学
、
第
八
巻
第
二
号
、
一
九
七
五
年
)
。
「
蔑
視
性
覆
る
?
」
(
『
東

京
新
聞
』
一
九
九
五
年
三
月
九
日
)
、
「
『
シ
ナ
』
語
源
は
「
支
那
城
』

|
中
国
の
学
者
は
新
説
発
表
」
(
「
毎
日
新
聞
」
、
一
九
九
五
年
二
月

十
一
日
)
。
伊
藤
一
彦
「
中
国
と
『
支
那
』
」
(
『
中
国
研
究
月
報
』
四

九
|
三
、
一
九
九
五
年
三
月
)
な
ど
。

(
3
)

前
掲
「
国
号
問
題
」
『
中
国
人
日
本
留
学
史
増
補
版
』
二
四

O

頁
。
前
掲
「
『
支
那
』
の
発
生
か
ら
消
滅
ま
で
」
『
中
国
留
学
生
史
談
」

三
八

O
頁。

(
4
)

小
池
聖
一
「
『
提
携
』
の
成
立
!
日
中
関
税
協
定
成
立
の
条
件

|
」
(
曽
田
三
郎
編
著
『
近
代
中
国
と
日
本
l

提
携
と
敵
対
の
半
世

紀
」
、
御
茶
の
水
書
房
、
二

O
O
一
年
三
月
)
、
同
「
『
宥
和
』
の
変

容
l

満
州
事
変
時
の
外
務
省
i

」
(
軍
事
史
学
会
編
『
再
考
・
満
州

事
変
』
、
錦
正
社
、
二

O
O
一
年
十
月
三
ま
た
、
拙
稿
は
小
幡
ア
グ

レ
マ
ン
を
め
ぐ
る
幣
原
の
対
応
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
第
二

次
幣
原
外
交
の
対
中
政
策
に
お
け
る
「
日
中
提
携
」
へ
の
転
換
を
明

ら
か
に
し
た
。
(
前
掲
「
小
幡
公
使
ア
グ
レ
マ
ン
問
題
に
み
る
第
二

次
幣
原
外
交
の
対
中
国
政
策
の
転
換
」
)
。

(
5
)

野
沢
豊
「
中
華
民
国
(
一
九
二
一
一
九
四
九
)
と
日
本
l
連

鎖
反
応
的
な
相
互
関
係
」
(
野
沢
豊
『
日
本
の
中
華
民
国
史
研
究
』
、

汲
古
書
院
、
一
九
九
五
年
)
。

(
6
)

「
伊
集
院
日
記
」
(
明
治
四
十
四
年
十
二
月
一
日
条
)
(
尚
友
倶

楽
部
・
広
瀬
順
暗
・
棲
井
良
樹
「
伊
集
院
彦
吉
関
係
文
書
』
第
一
巻

〈
辛
亥
革
命
期
〉
、
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
六
年
)
一
三
七
頁
。

(
7
)

「
哀
世
凱
カ
共
和
政
体
ニ
ハ
反
対
ナ
リ
ト
ノ
意
見
表
明
セ
シ

件
」
、
「
日
本
外
交
文
書
』
第
四
十
四
巻
、
第
四
十
五
巻
、
別
冊
〈
清

国
事
変
(
辛
亥
革
命
)
〉
四

O
六
頁
。

(
8
)

「
英
国
斡
旋
休
戦
交
渉
ニ
関
シ
英
公
使
ヨ
リ
打
合
ナ
キ
ハ
遺
憾

ニ
付
日
英
協
調
ノ
必
要
申
入
方
ノ
件
」
、
「
日
本
外
交
文
書
』
第
四
十

四
巻
、
第
四
十
五
巻
、
別
冊
〈
清
国
事
変
(
辛
亥
革
命
)
〉
三
八
七

頁。
(
9
)

大
正
二
年
五
月
十
九
日
附
、
伊
集
院
駐
清
公
使
よ
り
牧
野
外
務

大
臣
宛
(
第
一
七
号
公
信
)
、
「
官
印
改
造
其
他
ニ
関
シ
裏
申
ノ
件
」
、

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
『
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
」

〉
E
φ
C
E
C
o
N
。

(
叩
)
同
前
。

(
日
)
同
前
。

(
ロ
)
大
正
二
年
六
月
二
十
三
日
(
機
密
送
五
九
号
)
、
牧
野
外
務
大

臣
よ
り
山
本
総
理
大
臣
宛
「
公
文
上
支
那
国
名
決
定
ニ
関
シ
棄
議
ノ
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件
」
、
前
掲
『
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
」
。

〈
日
)
間
前
。

(
日
)
「
公
文
上
支
部
菌
名
決
定
ニ
関
ス
ル
件
」
(
七
月
十
一
日
)
、
『
呂

本
外
交
文
書
い
大
正
ニ
年
、
第
二
冊
、
五

0
1五
二
良
。

(
日
)
民
国
二
年
十
万
六
日
、
孫
宝
崎
外
交
総
長
よ
り
山
霊
公
使
宛

(
照
会
文
)
、
前
掲
吋
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
孫
雑
件
」
。

(
M
M
)

大
正
二
年
十
月
六
日
、
山
座
公
使
よ
り
孫
宝
崎
外
交
総
長
宛

(
照
会
文
)
、
前
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
葵
雑
件
』
。

(
ロ
)
大
正
二
年
十
月
六
日
、
牧
野
外
務
大
阻
よ
り
大
正
天
出
来
揃
(
上

奏
案
)
、
蔀
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
品
弥
呼
関
係
雑
件
』
。

(
出
)
大
正
ニ
年
十
月
八
日
、
承
認
告
示
、
前
嶋
吋
各
国
々
名
及
地
名

称
呼
関
係
雑
件
』
。

(
m
w
)

大
正
二
年
十
月
十
六
日
(
第
五
七
号
)
、
牧
野
外
務
大
臣
よ
り
〆

山
路
公
使
宛
(
議
報
)
、
前
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
時
関
係
雑
件
』
。

(
お
)
同
語
。

〈
幻
〉
明
治
四
十
五
年
七
月
十
六
日
、
議
結
省
通
結
局
長
よ
り
外
務
省

設
務
局
長
宛
「
郵
便
物
表
記
ノ
「
支
蔀
」
ナ
ル
文
字
ニ
関
ス
ル
件
」
、

通
外
第
一
一
一
七
二
九
号
通
牒
、
前
掲
吋
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑

件
』
。
中
国
文
で
は
、
「
倭
奴
如
何
妄
写
支
那
二
字
此
後
我
大
中
華
民

国
定
不
答
藤
紘
的
」
と
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
。

(
判
的
)
前
揚
「
中
国
日
本
留
学
史
増
補
版
』
一
一
一
一
一

1
一
一
一
一
二
頁
。
一

九
一
九
年
十
一
月
王
扶
壁
に
よ
っ
て
育
行
さ
れ
た
「
東
遊
揮
汗
録
」

の
「
日
本
外
交
之
概
略
l

対
支
棋
本
政
策
」
の
一
節
を
引
用
し
て
い

る。

(
お
)
前
掲
「
近
代
日
支
文
化
論
」
、
一
三
五
頁
。
「
支
那
」
と
い
う
語

の
結
源
を
め
ぐ
引
で
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
は
イ
ン
ド

起
諒
説
が
最
も
有
力
で
あ
る
。
「
支
那
」
の
語
は
千
ン
ド
に
発
し
、

四
方
に
伝
え
ち
れ
て
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
の
広
岡
高
や
フ
ラ
ン
ス
語
の

わ

E
H
Zロ
な
ど
で
定
着
し
、
ま
た
イ
ン
ド
語
音
を
五
量
紀
ご
ろ
の
中

国
仏
教
者
が
「
支
那
」
(
至
那
、
脂
那
)
と
表
記
し
、
仏
典
や
留
学

僧
を
通
じ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
。
(
高
島
俊
男
「
「
支
部
』
は
蔑
称
で

は
な
い
」
『
諸
君
』
、
一
九
九
四
年
十
二
月
号
、
一
六

O
頁
)
。
最
近

徐
体
生
は
「
支
那
」
と
い
う
諦
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
出
墳
に
近
い
雲

南
語
部
の
古
弐
都
市
「
支
那
城
」
に
由
来
し
、
「
秦
」
よ
り
苗
に
イ

ン
ド
で
中
国
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
新
鋭
を
発
表

し
、
「
秦
」
由
来
説
を
否
定
し
て
い
た
(
「
蔑
視
性
覆
る
?
」
「
東
京

新
開
町
一
九
九
五
年
二
月
九
日
、
「
「
シ
ナ
」
語
、
掘
は
『
支
第
城
」

中
国
の
学
者
は
新
説
発
表
」
「
毎
日
新
毘
』
、
一
九
九
五
年
二
月
十

一
呂
)
。
と
こ
ろ
で
、
呂
本
の
対
中
呼
称
に
つ
い
て
、
近
代
以
前
に

は
「
も
ろ
こ
し
」
「
か
ら
」
等
と
時
び
、
書
物
で
「
棋
・
漢
土
」

「
唐
・
唐
士
」
「
中
国
」
「
中
華
」
或
い
は
王
朝
名
を
書
い
た
。
江
戸

時
代
中
期
に
は
「
支
那
」
は
文
人
の
聞
で
捜
う
程
度
で
普
及
さ
れ
な

か
っ
た
。
幕
末
に
な
る
と
、
日
本
に
お
い
て
中
国
を
呼
ぶ
の
に
、
従

来
の
も
の
に
謡
え
、
「
語
」
「
清
冨
」
と
と
も
に
「
支
第
」
が
使
わ
れ

る
こ
と
が
増
え
て
き
た
。
明
治
政
府
の
公
用
文
書
に
も
「
清
」
「
清

国
」
以
外
に
「
支
那
」
と
い
う
語
を
使
用
し
た
例
が
見
ら
れ
た
。
明

治
十
年
中
期
ま
で
に
、
対
中
時
弥
と
し
て
「
支
那
」
が
広
く
普
及
さ

れ
て
お
り
、

E
本
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
(
訪
問
掲
「
日
本
人
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が
中
国
を
「
支
那
」
と
呼
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
の
考
察
l
近
代
日
中

交
渉
史
上
の
一
蹴
と
し
て
」
五
二

1
五
四
頁
)
。

(
但
)
前
掲
「
日
本
人
が
中
国
を
『
支
那
』
と
呼
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て

の
考
察
!
近
代
日
中
交
渉
史
上
の
一
蹴
と
し
て
」
六
一
二
頁
。

(
お
)
前
掲
「
中
国
人
日
本
留
学
史
増
補
版
』
、
二
一
七

1
一
一
一
八
頁
。

(
お
)
前
掲
「
近
代
日
支
文
化
論
」
、
一
三
九
頁
。

(
幻
)
伊
集
院
彦
吉
の
日
記
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て
は
、
飯
森
明
子

「
辛
亥
革
命
と
駐
清
公
使
伊
集
院
彦
吉
ー
伊
集
院
日
記
を
中
心
に
l
」

(
「
法
学
政
治
学
論
究
」
第
一
一
二
号
、
一
九
九
六
年
十
二
月
)
、
棲
井

良
樹
「
辛
亥
革
命
と
駐
清
公
使
伊
集
院
彦
吉
」
(
尚
友
倶
楽
部
・
広

瀬
順
時
・
棲
井
良
樹
『
伊
集
院
彦
古
関
係
文
書
』
第
一
巻
〈
辛
亥
革

命
期
〉
、
芙
蓉
書
房
出
版
、
一
九
九
六
年
)
な
ど
。

(
お
)
前
掲
「
伊
集
院
日
記
」
(
明
治
四
十
五
年
二
月
二
十
日
条
)
、
二

四
O
頁。

(
却
)
前
掲
「
伊
集
院
日
記
」
(
明
治
四
十
四
年
二
月
二
十
日
条
)
、
二

四
一
頁
。

(
却
)
前
掲
「
伊
集
院
日
記
」
(
明
治
四
十
五
年
一
月
四
日
条
)
、
一
八

六
頁
。

(
泊
)
前
掲
「
伊
集
院
日
記
」
(
明
治
四
十
五
年
一
月
六
日
条
)
、
一
八

八
頁
。

(
泣
)
前
掲
『
近
代
日
支
文
化
論
』
一
一
一
一
一
頁
。

(
お
)
「
支
那
ノ
国
名
ニ
関
ス
ル
件
」
、
前
掲
『
各
国
々
名
及
地
名
称
呼

関
係
雑
件
』
。

(
担
)
昭
和
五
年
六
月
十
四
日
調
書
、
「
支
那
ノ
国
名
ニ
関
ス
ル
件
」
、

前
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
』
。

(
お
)
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、
『
本
邦
国
号
及
元
首
称
呼
関
係
一

件
』
第
一
巻
、
〉
ι
中
ω
1
0
'
E
。
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
月
一
同
巴
¥

Z
0・〉ゐ印∞
A
F
E
C
C
A
5
1
0
0日
C

。

(
お
)
「
楊
文
書
局
長
が
国
民
政
府
記
念
週
で
日
本
の
「
支
那
」
国
号

使
用
を
批
難
に
つ
い
て
」
、
「
日
本
外
交
文
書
』
昭
和
期
。
第
一
部
第

四
巻
、
一

O
四
一
頁
。

(
幻
)
『
朝
日
新
聞
』
一
九
三

O
年
(
昭
和
五
年
)
五
月
二
十
七
日
。

(
お
)
史
朗
(
実
藤
恵
秀
)
「
『
支
那
』
と
『
中
華
』
」
(
『
東
京
日
々
新

聞
』
一
九
一
二

O
年
(
昭
和
五
年
)
六
月
五
日
)
。

(
却
)
実
東
(
実
藤
恵
秀
)
「
「
中
華
」
と
呼
ぼ
う
」
(
『
東
京
日
々
新
聞
』

一
九
三

O
年
(
昭
和
五
年
)
六
月
八
日
)
。

(
却
)
那
賀
正
霞
「
「
チ
ャ
イ
ナ
』
は
い
い
が
『
支
那
」
は
ナ
ゼ
い
け

な
い
i

中
華
民
国
の
呼
び
方
の
問
題
」
(
「
東
京
日
々
新
聞
』
一
九
一
一
一

O
年
(
昭
和
五
年
)
六
月
十
一
日
)

(
剖
)
真
知
「
日
本
外
交
的
失
態
」
、
『
上
海
民
国
日
報
』
一
九
一
二

O
年

(
民
国
十
九
年
)
六
月
二
十
三
了
二
十
四
日
。

(
必
)
「
日
本
外
交
的
失
態
」
、
『
広
州
民
国
日
報
』
一
九
三

O
年
(
民

国
十
九
年
)
六
月
三
十
日
。

(
幻
)
昭
和
五
年
十
一
月
八
日
、
在
南
京
上
村
領
事
よ
り
幣
原
外
務
大

臣
宛
て
、
第
八

O
五
号
、
前
掲
『
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
』
。

(
必
)
「
中
央
日
報
」
一
九
三

O
年
(
民
国
十
九
年
)
十
一
月
八
日
。

「
日
本
が
外
交
文
書
で
「
支
那
』
国
号
を
使
用
し
て
い
る
事
を
批
難

す
る
新
聞
論
調
報
告
」
、
「
日
本
外
交
文
書
」
昭
和
期
I
第
一
部
第
四
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巻
、
一

O
四一

1
一
O
四
二
頁
。
昭
和
五
年
六
月
二
十
七
吾
、
在
漢

口
総
領
事
坂
根
準
一
一
一
よ
り
瞥
京
外
相
宛
(
公
信
第
五
六
二
号
)
「
武

漢
日
報
ノ
社
説
ニ
爵
シ
報
告
ノ
件
」
、
昭
和
五
年
七
月
八
日
、
在
広

東
代
理
総
領
事
須
磨
禰
官
邸
(
公
俗
第
六
七
八
号
)
辺
日
本
外
交
ノ

失
態
」
訳
報
ノ
件
」
、
前
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
集
雑
件
』
。

(
お
)
昭
和
五
年
六
丹
十
日
、
「
条
約
等
ニ
用
ヒ
ラ
レ
タ
ル
支
那
国
名
」
、

前
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
拝
』
。

(
話
)
昭
和
和
五
年
六
月
十
四
呂
調
書
、
「
支
那
ノ
国
名
ニ
関
ス
ル
件
」
、

諮
掲
吋
各
出
々
名
及
地
名
称
略
閑
僻
雑
件
い
。

(
初
出
)
条
約
局
第
一
課
「
支
嘉
ノ
国
名
ニ
関
す
る
件
」
、
話
掲
『
各

潟
々
名
及
地
名
称
好
関
係
雑
件
い
。

(
認
)
同
言
。

(
持
)
「
中
国
国
号
呼
称
に
関
す
る
閣
議
議
議
案
」
(
付
筆
)
、
「
日
本
外

交
文
書
』
昭
和
期
工
第
一
部
第
四
巻
、
一

O
四一一一頁。

(
詰
)
「
中
盟
国
号
呼
称
に
関
す
る
閣
議
議
議
案
」
、
「
日
本
外
交
文
書
」

昭
和
期
工
第
一
部
第
四
巻
、
一

O
四一一

1
一
O
m
m
一一一斑。

(
日
)
同
議
。

(
臼
)
昭
和
五
年
十
月
二
十
九
日
付
、
翌
繍
距
局
「
支
那
国
号
ノ
時
称

ニ
関
ス
ル
件
」
、
蔀
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
』
。

(
詰
)
昭
和
五
年
十
月
三
十
日
、
外
甲
入
三
、
法
制
局
長
官
よ
り
内
関

総
理
大
臣
宛
回
答
文
「
公
文
上
支
那
国
号
ノ
呼
啓
ニ
関
ス
ル
件
ヲ
定

ム
』
(
公
文
類
来
・
第
五
十
四
編
・
昭
和
五
年
・
第
十
六
巻
・
外
事

部
・
雑
載
)
、
前
掲
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
。

(
弘
)
「
中
国
呼
称
に
関
し
閣
議
決
定
の
旨
決
定
」
、
「
日
本
外
交
文
書
』

昭
和
期
。
第
一
部
第
四
巻
、
一

O
四
四
頁
c

〈
日
)
昭
和
五
年
十
月
三
十
一
日
、
内
閣
外
中
第
八
一
一
一

官
長
鈴
木
富
士
禰
よ
り
各
省
次
宮
、
枢
密
良
書
記
長
官
、
会
計
検
査

院
長
、
行
政
裁
判
所
長
官
、
貴
衆
両
院
書
記
官
長
、
内
閣
総
理
大
臣

秘
書
官
、
内
器
部
内
各
局
課
長
宛
(
通
牒
)
、
前
掲
『
各
国
々
名
及

地
名
称
呼
関
捺
雑
件
」
。

(
同
)
「
中
国
間
的
名
に
「
中
華
民
国
」
使
用
方
訓
令
」
、
「
日
本
外
交
文

書
』
昭
和
期
工
第
一
部
第
四
巻
、
一

O
四
五
頁
。

(
町
〉
昭
和
五
年
十
一
月
間
日
、
懲
臓
外
務
大
胆
よ
り
駐
外
各
公
館
長

宛
、
亜
一
機
第
一
四
回
二
号
、
「
支
那
国
号
ノ
呼
称
ニ
関
ス
ル
拝
」
、

前
縄
吋
各
国
々
名
及
地
名
称
時
間
関
係
雑
件
可

(
見
)
昭
和
六
年
二
月
、
条
約
局
第
一
課
「
世
界
主
要
各
国
ノ
毘
名
、

一
冗
言
及
首
府
名
」
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
議
、
「
各
雷
同
名
及
地
名

称
呼
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
(
一
、
一
般
ノ
部
)
、
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン

タ
ー
合
開
問
問
豆
、

z。〉
z

志
田
1
2
2
0

(
印
〉
吋
日
本
外
交
文
書
い
第
四
十
四
巻
、
第
四
十
五
巻
、
別
冊
〈
油

田
事
変
(
辛
亥
革
命
)
〉
一
三

1
一
四
頁
。

(ω)
大
正
十
四
年
、
第
五
十
帝
国
議
会
衆
議
院
に
お
け
る
幣
原
外
相

の
接
説
、
大
正
十
五
年
、
第
五
十
一
帝
国
議
会
衆
議
院
に
お
け
る
幣

原
外
相
の
演
説
(
『
帝
冨
議
会
衆
議
院
議
事
速
記
録
町
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
八
二
年
)
。

(
臼
)
「
幣
原
国
務
大
臣
ノ
演
説
」
、
昭
和
五
年
一
月
二
十
日
、
第
五
十

七
間
帯
岡
議
会
衆
議
院
議
事
務
記
鍬
筋
三
号
吋
官
報
号
外
い
。

(
位
)
慶
応
義
塾
大
学
で
の
演
説
議
「
外
交
管
見
」
、
幣
原
平
和
鷺
団
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「
幣
原
喜
重
郎
」

三
頁
。

(
臼
)
大
正
十
一
年
五
月
二
日
「
日
華
親
善
宣
伝
」
、
前
掲

名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
』

(
川
町
)
「
治
外
法
権
撤
廃
、
英
国
単
独
で
交
渉
」
「
大
阪
毎
日
新
聞
」

九
三

O
年
(
昭
和
五
年
)
一
月
三
目
。

(
侃
)
程
道
徳
等
編
「
中
華
民
国
外
交
史
資
料
選
編
(
一
九
一
九
1

一

九
三
一
)
」
(
北
京
大
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年
)
、
四
九
三

1
五
O

三
頁
。

(
侃
)
「
外
国
語
ニ
依
ル
我
国
号
ノ
正
式
表
示
ニ
関
ス
ル
件
」
(
昭
和
一

七
、
四
、
三
二
、
条
約
局
)
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、
「
本
邦
国

号
及
元
首
称
呼
関
係
一
件
』
第
二
巻
、
〉
t日
'ω10・E
。
ア
ジ
ア
資
料

セ
ン
タ
ー
公
開
問
何
回
k
Z
0・〉
'
g∞中ゐ印
N∞。

(
U
)

「
条
約
ニ
於
ケ
ル
本
邦
ノ
国
号
ニ
関
ス
ル
件
」
(
昭
和
六
、
一
、

二
四
)
、
前
掲
『
本
邦
国
号
及
元
首
称
呼
関
係
一
件
」
第
一
巻
。

ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
問
何
回
k
z。・
k
r
g∞品目。
c
h
。

前
掲
同
一
同
開
F
Z。・〉
ECU∞
十
(
己
主
1
0
0
8
0

前
掲
月
一
何
回
し

Z
。・〉
10印∞品
s
e
c
s
-
c
c
c∞。

前
掲
同
開
開
F
Z。・〉
'
g∞品
sec-N
。

前
掲
同
開
開
F
Z
0・〉
E
C
g品'
S
H
O
o

前
掲
閉
山
何
回
k
z。・〉
E
C
S九日目。
0
5
0

前
掲
月
一
閃
何
一
戸
出
。
・
〉
10日∞品
1
C
C
5
l
o
o
-
由。

前
掲
同
一
何
回
k
Z
0・k
r
c
u∞仏
ECG-
句。

前
掲
同
一
問
問
F
Z。・〉
10印∞品目。
C
N
c
l
C
O
N
N
。

(
侃
)
(ω) 
(
初
)

(
礼
)
(η) 

(
刀
)

(
日
)

(
万
)

(
幣
原
平
和
財
団
、

一
九
五
五
年
)

(
苅
)

(
打
)

(
花
)

(
乃
)

(
紛
)

(
剖
)

(
幻
)

(
お
)

(
倒
)

(
お
)

(
鉛
)

(
釘
)

(∞∞) 

(
約
)件』

三
七
二
l
ム一一七

前
掲
同
一
同
巴
し

Z
。・〉
tcghHECCNω100N印。

前
掲
同
一
問
問
F
Z。・〉
E
S
E
E
C
o
q
-
c
c
N∞。

前
掲
同
一
何
回
、

z
。・
k
r
g
E
t
(
)
O
N。。

前
掲
同
一
問
問
F
Z
0・〉・
8
∞十
C
C
8
1
0
0
ω
ω
。

前
掲
出
向
田
、

Z
0・〉
ECghHECcg
。

前
掲
同
一
何
回
k
z
c
・〉
EC日
営
ECCN由。

前
掲
同
開
何
回
、

z
。・〉
10印∞
hF'ccωω
。

前
掲
同
開
開
F
Z。・〉ゐ
g
A
F
E
C
C
S
。

前
掲
月
間
同
F
Z。・〉
EC印∞九日
ECCω
∞
1
8
0

前
掲
同
一
同
開
F
Z
0
・〉
EC日∞ム
l
c
o
g
-
c
c
g
。

前
掲
同
何
回
山
戸

Z
0・〉』
cu∞九
FICO
印印。

前
掲
同
開
何
F
Z
0・〉
E
C
g
h
F
E
S
S
。

前
掲
同
何
回
k
Z
0
・〉
E
S
E
2
2
S
。

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
、
「
本
邦
国
号
及
元
首
称
呼
関
係
一

第
二
巻
、
〉
1印
Eω'CEE
。
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
公
開
問
何
回
、

z
。・〉
ECU
窓
IChpN吋
1
2
N
∞。

(
卯
)
前
掲
白
川
田
k
z。・
k
r
g
E
'
S
N∞。

(
川
出
)
前
掲
同
開
何
回
k
z。・〉
'
c
g一件
EChHN印。

(
幻
)
前
掲
同
一
同
開
F
Z
0・〉
EC印
営
'
C
U
E
。
外
務
省
条
約
局
は
各
外
国
語

の
表
示
案
を
作
成
し
て
い
た
。
英
語
の
場
合
、
大
日
本
帝
国
・
・
匹
。

開
目
立
円
。
。
同
ロ
mw

ナ
ヨ
ロ
旬
。
P

日
本
国

--zuu。
P

日
本
人
-
-

z
f
u。ロ
2
め
な
ど
。
(
同
開
開
F
Z。・〉
EC忠一仏
10臼人
F
1
0
ω
ω
ω
)
。

(
m
m
)

昭
和
五
年
十
月
二
十
九
日
付
、
亜
細
亜
局
「
支
那
国
号
ノ
呼
称

ニ
関
ス
ル
件
」
、
前
掲
「
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
」
。

「
各
国
々ア
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(
但
)
「
「
中
華
民
国
』
を
常
期
呼
称
に
」
「
東
京
日
々
新
開
」
一
九
三

O
年
(
昭
和
五
年
)
十
一
月
一
日
。
門
時
事
新
爵
」
は
「
支
那
の
略

称
を
中
華
民
国
に
続
一
、
け
ふ
の
閣
議
で
決
定
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
「
支
部
聞
の
表
示
に
就
い
て
は
我
簡
は
従
来
、
支
那
共
和
国
、

中
華
民
国
等
両
棒
の
呼
称
を
積
用
す
る
の
が
摺
慣
例
と
な
っ
て
い
た

が
、
今
回
中
華
民
謡
な
る
呼
称
に
統
一
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
十
一

日
の
閣
議
に
於
い
て
幣
原
外
相
の
説
照
明
に
基
づ
き
決
定
し
た
」
と

大
々
的
に
報
道
し
た
(
「
支
惑
の
呼
誌
を
中
華
民
国
に
統
一
、
け
ふ

の
閣
議
で
決
定
」
吋
時
事
新
詩
句
一
九
一
一
一

O
年
〈
昭
和
五
年
〉
十
一

月
一
日
)
。
ま
た
、
『
日
々
新
開
』
で
は
「
支
那
留
の
公
文
書
上
の
呼

称
に
引
い
て
は
従
来
支
那
共
和
国
、
中
華
民
間
等
収
々
に
集
期
さ
れ

て
い
た
」
が
、
今
後
「
中
華
長
国
」
を
常
則
呼
誌
に
す
る
と
、
閣
議

で
決
定
し
た
趣
旨
を
伝
え
た
(
「
門
中
華
民
国
」
を
常
期
呼
称
に
」

「
東
京
日
々
新
聞
』
一
九
三

O
年
(
昭
和
五
年
)
十
一
月
一
日
)
。
こ

の
ほ
か
に
、
「
朝
日
新
聞
』
と
『
中
外
新
聞
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
『
中

華
民
凶
町
支
那
の
時
称
、
欝
議
決
定
」
と
「
今
後
支
那
は
「
中
華

民
国
」
と
呼
ぶ
」
の
題
目
で
雨
吊
り
上
げ
た
(
「
「
中
華
民
国
」
、
支
部

の
呼
称
、
関
議
決
定
」
吋
朝
日
新
聞
い
…
九
三

O
年
〈
昭
和
五
年
〉

十
一
月
一
日
。
「
今
後
支
部
は
「
中
華
民
国
』
と
呼
ぶ
」
「
中
外
新

開
』
一
九
三

O
年
(
昭
和
五
年
)
十
一
丹
一
日
)
。

(
部
)
「
幣
涼
国
務
大
臣
ノ
答
弁
、
悶
務
大
臣
ノ
演
説
ニ
対
ス
ル
質
疑
」
、

昭
和
六
年
一
月
二
十
五
日
、
衆
議
院
議
事
速
記
録
第
五
号
、
『
官
報

号
外
』
。

(
鉛
)
星
誕
「
日
本
代
議
士
口
中
之
支
部
与
中
華
民
国
」
「
冨
際
晩
報
」

一
九
一
ニ
一
年
(
民
国
二
十
年
)
一
月
二
十
八
日
。

(
山
別
)
「
日
中
警
察
の
融
和
協
調
方
各
分
館
主
征
、
各
署
長
分
饗
長
に

訓
達
に
つ
い
て
」
、
「

E
本
外
交
文
幸
一
一
日
』
昭
和
期
I
第
一
部
第
西
巻
、

一
一
二
五

1
一
一
二
八
頁
。

(
伺
)
「
治
外
法
権
問
題
円
『
日
本
外
交
文
書
」
昭
和
期
I
第
一
部
第

四
巻
、
一
一
一
八
二

1
四
六
一
頁
。

(
仰
)
昭
和
五
年
十
一
月
十
日
、
窪
普
第
四
八
九
四
号
「
公
文
書
ニ
使

用
ス
ル
支
那
国
名
称
ニ
関
ス
ル
件
陸
軍
一
穀
ヘ
通
牒
」
「
公
文
書
に

使
用
す
る
支
部
悶
名
称
に
関
す
る
件
』
(
自
昭
和
5
年
1
月
1
主
昭

和
5
年
ロ
月
「
来
翰
譲
(
陸
普
)
第
1
蔀
』
)
、
前
謁
ア
ジ
ア
資
料

、
ゼ
ン
タ
1
0

(
削
)
昭
和
六
年
、
「
支
部
が
日
本
に
内
政
干
捗
の
事
、
文
部
省
大
い

に
コ
ボ
す
」

E-事
円
前
掲
円
各
回
々
名
及
地
名
称
呼
関
係
雑
件
」
。

(
川
)
岩
村
成
允
「
日
本
、
満
州
、
支
那
の
国
号
に
関
す
る
研
究
同

(
財
団
法
人
東
亜
同
文
会
、
一
九
三
七
年
)
。

(
問
)
昭
和
九
年
六
月
七
日
、
条
約
局
調
書
「
中
耕
民
毘
ナ
ル
用
語
ニ

付
テ
」
、
前
揖
『
各
国
々
名
及
地
名
称
呼
関
孫
雑
件
」
。

(
日
本
学
術
振
興
会
外
国
人
特
別
研
究
員
)
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